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安全・安心な職場
『商業周刊（Business Weekly）』
「2025 年 全世代活躍企業
100」に選出

労働部職業安全衛生署による「企業サステナビリティレポートにおける労働安全衛生指標
の自主評価」で、3 回目の優良企業（上位 10％）に選定

国家科学技術委員会 新竹サイエンスパーク管理局「2025 年環境安全衛生サステナビ
リティ行動」サステナビリティ事業所賞の受賞

2025 年 取り組みのハイライト

2025 年の育児休業からの復職対象
者は全員復職し、定着率は 88％ 

台湾証券取引所「台湾高給与 100
指数」構成銘柄への選定

請負業者の管理・監督を徹底し、請
負業者の休業災害ゼロを維持

2021 年から 2025 年までの育児補助
支給総額は約 1 億 1,043 万台湾ド
ル

従業員エンゲージメント調査を実施
し、総合満足度は 90 点

人権研修の全グループ会社へ展開
従業員が安心して意見を表明できる
よう、従業員コミュニケーション窓
口 “NuVoice” を新設
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働きやすい職場
5.1.1 ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン（DEI）
当社は、多様性（Diversity）、公平性（Equity）、包摂性（Inclusion）（DEI）の理念を経営の中核に据えています。その対象は、グローバル人材の採用、人員配置の最適化、スキル研修、国を越えたチーム連携など多岐にわたります。多様性
と包摂性のある職場環境を継続的に整備し、DEI 文化の定着を図っています。

また、3C原則（Culture、Communication、Caring）を基盤に、体系的な施策と従業員参画を通じて、インクルーシブな職場風土を醸成しています。多様性を尊重する働きやすい取り組みを積極的に推進し、組織の一体感の醸成と企業価値の
向上につなげています。

戦略 2025 年目標と実績 2026 年目標 2030 年目標

Culture グローバルな
文化融合の促進

外国語学習プラットフォームの学習・奨励制度を充実させ、参
加延べ人数を全従業員数の 10％以上に相当する水準まで拡大 達成

ヌヴォトン台湾  �語学学習プラットフォームを運用。参加延べ人数：全従業
員数の 10％以上

ヌヴォトン日本  参加延べ人数：全従業員数の 12％以上

ヌヴォトン台湾  �語学学習プラットフォームを運用。参加延べ人数 : 全従業員数の
10％以上

ヌヴォトン日本  ��参加延べ人数 : 全従業員数の 15％以上

平等に関する啓発活動を 2回以上開催 達成 ヌヴォトン台湾  �平等に関する啓発活動を 2回以上開催 ヌヴォトン台湾  �平等に関する啓発活動を 2回以上開催

Communication 多様
な世代の声を聴く

タウンホールミーティング、管理職四半期会議、新入社員座談
会など、階層横断の対話会を四半期ごとに開催 達成

ヌヴォトン台湾  �タウンホールミーティングを 4回、管理職四半期会議を 4
回開催

ヌヴォトン日本  �新入社員座談会を実施し、新入社員全員が参加

ヌヴォトン台湾  �タウンホールミーティングを 4回、管理職四半期会議を 4回開
催

ヌヴォトン日本  ��新入社員座談会を実施し、新入社員全員が参加

コミュニケーション関連研修を継続的に企画・実施し、社内の
相互理解と多様な人材の協働を促進 達成 ヌヴォトン台湾  �コミュニケーション関連研修を 3回以上開催 ヌヴォトン台湾  �コミュニケーション関連研修を 3回以上開催

Caring 従業員一人ひ
とりへの配慮

毎年、従業員のメンタルヘルス状況を把握し、従業員支援プロ
グラム（EAP）、医師面談、ストレス緩和セミナーを提供 達成

ヌヴォトン台湾  �アンケート調査完了率 95％超。高リスクと判定された従業
員には EAP を通じた支援を行い、中・低リスクと判定され
た従業員には看護師による面談を実施。ストレス緩和セミ
ナーを 2回以上開催

ヌヴォトン日本  �ストレスチェックを全従業員に実施

ヌヴォトン台湾  �アンケート調査完了率 95％超。高リスクと判定された従業員に
は EAP を通じた支援を行い、中・低リスクと判定された従業員
には看護師による面談を実施。ストレス緩和セミナーを 2回以
上開催

ヌヴォトン日本  �ストレスチェックを全従業員に実施

子育て・健康に関するセミナーを四半期ごとに1回以上開催し、
満足度：5点満点中 4点以上を達成 達成 ヌヴォトン台湾  �子育て・健康に関するセミナーを四半期ごとに 2回以上開

催し、満足度 5点満点中 4点以上を達成 ヌヴォトン台湾  �子育て・健康に関するセミナーを四半期ごとに 2回以上開催し、
満足度 5点満点中 4点以上を達成

職場における不当な行為の防止研修（セクシュアルハラスメン
ト防止を含む）を、全管理職・全従業員が修了 達成

ヌヴォトン台湾  �全対象者が修了

ヌヴォトン日本  全対象者が修了

ヌヴォトン台湾  �全対象者が修了

ヌヴォトン日本  �全対象者が修了
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3C 戦略（Culture, Communication, Caring）

Culture グローバルな文化融合の促進
当社はグローバル企業として、グローバルな文化融合の促進を中核に、多様性・公平性・包摂性を重視する職場文化を体系的に推進しています。異文化コミュニケーション研修、ヌヴォトン台湾とヌヴォトン日本の統合プロジェクト「Integration 
2.0」、外国語学習プラットフォーム、多様なDEI テーマ活動を通じて、従業員が文化的な違いを理解し、国を越えた協働を強化できるよう支援しています。また、心理的安全性と帰属意識があり、オープンに意見を交わせる職場環境を整備し、
組織のレジリエンスとグローバル競争力の向上につなげています。

項目 内容 2025 年 実績

グローバル採用
戦略

＋ �国際的な視野と多様な文化的背景を持つ従業員を採用し、グローバルな文化融合を促進するとともに、職能開発計画の充実に取り組んでいます。キャ
ンパス講演やソーシャルメディアを通じて採用ブランドを高め、日本、韓国、中国、シンガポール、米国、インド、ドイツ、イスラエルなど各地の人
材に訴求し、国・地域を問わず、多様な人材との接点を広げています。

＋ �国立陽明交通大学および大阪大学と連携し、産学連携によるダブルディグリー・プログラム（留学生向け）を推進しています。ダブルディグリー、在
職中の学習機会など、多様な学びの機会を提供することで、従業員の学歴、語学力、文化適応力を高め、専門性と活躍機会の向上を支援しています。

＋ �ソーシャルメディアを通じた認知度向上。Facebook の年間新規フォロワー数は 1,476 人、前年比
21.06％増。Instagramの年間新規フォロワー数は 27 人、前年比 1.26％増。LinkedIn の年間新規フ
ォロワー数は 8,756 人、前年比 38.61％増。

＋ �産学連携によるダブルディグリー・プログラムを正式発表。ヌヴォトン日本の従業員 1名が申請
資格を満たし、2025 年 12 月に国立陽明交通大学へ進学・履修申請予定。

NTC & NTCJ 
Integration 2.0

＋ �文化的な違いによるコミュニケーション上の課題を克服するため、グループでは関係国の文化に関する研修を提供し、従業員を対象に異文化コミュニ
ケーション研修を実施しています。また、平等に関する啓発活動を毎年 2回以上開催しています。

＋ �ヌヴォトン台湾とヌヴォトン日本では、品質管理部門およびサプライチェーン部門の統合プロジェクトである「Integration 2.0」を推進しています。国
を越えたリソース統合とプロセス最適化を通じて、品質基準の向上、サプライチェーン・レジリエンスの強化、重複業務の削減による業務効率の向上
を図っています。

＋ �「日本の職場文化を深く知る：異文化理解に欠
かせない日常の暗黙ルール」「職場の『英』雄
育成：異文化摩擦に対応するコミュニケーショ
ン実践」「異文化交渉」などの研修を実施。

＋ �ヌヴォトン台湾とヌヴォトン日本の品質管理部
門およびサプライチェーン部門を正式に統合。

語学学習プラッ
トフォーム

＋ �語学学習プラットフォームを導入し、従業員の自発的な語学力向上を促すとともに、国を越えたチーム間の円滑なコミュニケーションを支援していま
す。

＋ �ビジネス英語・日本語の自主学習を推進するため、AI を活用したスピーキング学習プラットフォームを導入し、学習費用の補助制度を設けています。
所定の基準を達成した従業員には受講料の 50％を補助し、受講期間中に語学検定に合格した場合は、さらに奨励金を支給することで、グローバル人材
の育成につなげています。

＋ �会話レッスンとして、Relo Excel の英語・中国語コース、Polyglots の英会話コース、TOEIC オンラインテストを提供しています。

＋ �英語・日本語オンライン学習プラットフォームにおいて、ヌヴォトン台湾で延べ 189 人が参加。
全体の補助率 61％、補助金額 411,500 台湾ドル。ヌヴォトン日本では延べ 170 人が参加、参加率
10.3％。

DEI テーマ活動

＋ �DEIに対する従業員の理解と実践を深めるため、DEIをテーマとした各種活動を継続的に実施しています。これにより、従業員が文化的な違いを理解し、
さまざまな属性や背景を持つ人々のニーズを認識するとともに、日々の業務を通じて、互いを尊重し、包摂的な行動を実践できるよう促しています。

  �  �ゲスト講演会では、さまざまな分野の専門家や従業員を招き、自身の経験やストーリーを共有することで、多様性と包摂性への理解を深める機会を
提供しています。

＋ �多様な参加形式と継続的なコミュニケーションを通じて、心理的安全性と帰属意識があり、オープンに意見を交わせる職場環境づくりを進めています。
  �  �季節行事とオンライン参加型コンテンツを組み合わせることで、従業員が気軽に参加しながら異なる文化に触れ、異文化理解と交流を促進し、尊重

と包摂の意識を醸成しています。
  �  �象徴的な表彰制度として「DEI 推進アンバサダー」を設け、従業員が多様性・公平性・包摂性（DEI）に関する活動に主体的に参加し、支援すること

を促しています。これにより、DEI の理念を組織内に広げ、実践につなげています。

＋ �DEI ゲスト講演会を 2回開催。ヌヴォトン台湾
の参加延べ人数 246 人、グループ全体の参加延
べ人数 1,134 人、補助金額 107,884 台湾ドル。

＋ �DEI テーマ活動を 2回開催し、他拠点にも同時
共有。ヌヴォトン台湾の参加延べ人数 587 人、
補助金額 33,811 台湾ドル。
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Communication 多様な世代の声を聴く
当社は、四半期マネジメントレビュー、ナレッジ共有会、タウンホールミーティングなど、階層を越えた多様な対話の機会を定期的に設けています。これにより、開かれたコミュニケーションの場を確保し、従業員が意見や提案を発信しやす
い環境づくりを進めています。

True Colors コミュニケーション研修を実施し、管理職がさまざまな性格特性を持つ従業員のコミュニケーション上のニーズを理解できるよう支援しています。これにより、チーム内の相互信頼と協働を促進しています。

さらに、各部門へのヒアリングを通じて、従業員の研修ニーズを体系的に把握しています。その結果を踏まえ、専門性向上に向けた研修を企画し、従業員の能力開発と成長を継続的に支援しています。

項目 内容 2025 Performance Results

階層を越えた
コミュニケー
ション会議

＋ �四半期ごとに、タウンホールミーティング、四半期マネジメントレビュー、ラウンドテーブル、ナレッジ共有会、新入社員座談会など、階層を越
えたコミュニケーション会議を定期的に開催しています。

＋ �タウンホールミーティングでは、社長が四半期ごとに台北および台南のオフィスを訪問し、従業員との座談会を実施しています。従業員が自由に
質問できる場を設け、社長と副社長が従業員からの質問に直接回答しています。また、永年勤続者の表彰も行い、他拠点の従業員の会社への理解
と帰属意識の向上につなげています。

＋ �四半期マネジメントレビューでは、会長および社長がグループ全体の管理職に対し、会社の事業状況、技術動向、今後の展望を共有しています。
＋ �ナレッジ共有会は四半期ごとに開催し、課長以上の管理職が出席しています。さまざまな階層の管理職による報告・共有や質疑を通じて、相互に
学び合う機会としています。

＋ �ラウンドテーブルは定期的に開催しており、若手社員、中堅社員、新任の部門管理職など、一定の基準に基づいて選ばれた従業員と経営層が参加
しています。

＋ �新入社員座談会は、同じ入社期の新入社員を対象に実施しています。人事責任者が現場に近い立場で新入社員の疑問に答えるとともに、経営層と
の対話の機会を設けています。これにより、新入社員が意見を直接伝え、会社方針への理解を深め、早期に会社に馴染めるよう支援しています。

＋ �タウンホールミーティング 4回開催、出席率 90％。41 件超の質問を収集し、実施後の満足度は 5点
満点中 4.8 点。

＋ �四半期マネジメントレビュー 4回開催。
＋ �ラウンドテーブル 11 回開催、従業員 61 名が参加。
＋ �ナレッジ共有会 4回開催。
＋ �ヌヴォトン台湾で新入社員座談会を 3回開	
催、延べ 117 人が参加。ヌヴォトン日本で	
新入社員座談会を 10 回開催。

世代を越えた
コミュニケー
ション研修

＋ �社内の多様な人材が相互理解を深め、円滑に協働できるよう、コミュニケーション研修を継続的に企画・実施しています。
  �  �True Colors コミュニケーション研修では、管理職が従業員一人ひとりの特性を理解し、それぞれに応じたコミュニケーション方法を学ぶこと

で、相互理解と協働の促進につなげています。
  �  �職場でのコミュニケーション力向上を目的に、階層別のコミュニケーションスキル研修を実施しています。経営層向けのデール・カーネギー研

修、一般従業員向けの論理的思考研修、管理職および新入社員メンター向けの育成コーチング研修など、対象者に応じたプログラムを提供して
います。

＋ �コミュニケーション関連研修 5回開催、研	
修満足度 4.74 点。

＋ �経営層、管理職、一般従業員、新入社員メ	
ンターなど、計 400 名が研修を修了。

自律的な成長
を支えるエン
パワーメント

＋ �従業員の自律的な成長を後押しするため、DEI の考え方を従業員の成長支援と組織文化づくりに取り入れています。
＋�社内表彰を通じて、国籍や背景の異なる従業員の貢献に感謝し、組織への長期的な貢献と専門性を称えています。表彰活動では、永年勤続者の代
表が表彰を受けるとともに、全従業員が参加できる形で実施しています。
＋�従業員からのメッセージ募集などの交流施策も組み合わせることで、多様性と包摂性を重視する職場文化を発信し、チームの一体感を高めています。

＋ �永年勤続者 235 名に記念品を贈呈。
＋ �永年勤続者表彰を 3回開催し、表彰・メッ	
セージ投稿などの関連活動に延べ 274 人が	
参加。
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Caring 従業員一人ひとりへの配慮
当社は、従業員の心身の健康と多様な生活ニーズへの対応を重視し、新入社員支援、従業員支援プログラム（EAP）、心身の健康増進サービス、母性保護・育児支援施策を通じて、包括的な支援体制を整えています。従業員のキャリア段階や個々
の状況に応じて、必要な支援や専門的なリソースを提供し、安心して働ける、支え合いのある職場環境づくりを進めています。これにより、従業員が仕事と生活のバランスを取りながら、健やかに働き続けられるよう支援しています。

項目 内容 2025 年 実績

新入社員支援プログラム

＋ �1on1 ミーティング、新入社員バディ制度、ワンストップ従業員サービスプラットフォームを通じて、新入社員が必要な情報や支援に早くアクセスし、職場環境に円滑に適
応できるよう支援しています。

  �  �新入社員には、経験豊富な従業員をメンターとして配置しています。キャリア採用社員については、同じチームのメンバーや経験豊富な同僚がペアとなり、業務への適応
を支援しています。

  �  �新入社員に対して 1on1 ミーティングを行い、新入社員バディ制度と連携しながら、入社後の状況を確認しています。さらに、社内のワンストップ従業員サービスであ
る ”Nuvoton Cosmos” および HRサービスプラットフォームを整備し、新入社員が必要なサービスを速やかに利用できる環境を整えています。

＋ �新入社員へのオンボーディングサポートの平均満足度 87％。
＋ �ヌヴォトン日本では、約 100 名の新入社員が本制度を利用。

従業員支援プログラム

＋ �外部の専門カウンセリング機関と契約し、従業員支援プログラム（EAP）を提供しています。従業員は年 3回まで無料で相談でき、相談内容には、職場での対人コミュニケ
ーション、家族・人間関係、ストレス管理、財務、法律に関する相談などが含まれます。

＋ �新入社員にも制度を積極的に周知し、利用を促しています。毎年、アンケートを通じて従業員のメンタルヘルス状況を確認し、必要に応じて外部心理士と健康センターの看
護師が連携して面談を行い、従業員の心理的な課題への支援につなげています。

＋ �緊急性の高いケースについては、外部の専門カウンセリング機関、人事部門、健康センターが連携し、適切な対応を検討・実施しています。

＋ �EAP 利用延べ 85 人、投入費用 581,385 台湾ドル。

心身の健康増進サービス
＋ �毎月、産業医による相談サービスを提供しています。また、従業員一人あたり月 3回まで無料のマッサージサービスを利用できる制度を設けています。
＋ �不定期にストレスケアや健康づくりに関する講座を開催しています。パートナーとのコミュニケーション、職場での感情マネジメント、ストレス管理、運動によるリフレッ
シュなど、日常生活や職場でのセルフケアに役立つテーマを扱っています。

＋ �年 1回の健康診断とストレスチェックを実施しています。

＋ �産業医相談サービス 37 枠実施、相談延べ 435 人、費用 434,000
台湾ドル。

＋ �無料マッサージサービス利用延べ 3,894 人。
＋ �ストレスケア・健康講座 19 回開催、延べ 1,470 人が参加。
＋ �ストレスチェック年 1回実施。

母性保護・育児支援施策

＋ �ヌヴォトン台湾では、毎月、妊娠中の従業員を確認し、労働安全衛生部門と連携して、作業環境における危険要因の特定と評価を定期的に実施しています。2025 年には、夜
勤およびイエロールームや電離放射線作業区域などの特定作業区域について、配置転換や作業配置の仕組みを整備しました。

＋ �また、医師による個別面談を実施し、健康教育、業務適性に関する助言、リスク分類に基づく管理を行っています。
＋ �さらに、入退場用識別カード、妊婦専用クリーンルーム作業服、妊婦専用駐車スペース、搾乳室、出産・育児関連ギフトの贈呈など、妊娠中・育児中の従業員を支えるため
の環境整備を進めています。

＋ �ヌヴォトン日本では、共働き家庭、ひとり親家庭、および小学 3年生までの子どもを持つ従業員を対象に、夜間保育・延長保育、ベビーシッターサービス、病児保育などの
費用を補助しています。補助上限額は年間 15 万円です。

＋ �ヌヴォトン台湾で妊娠の届出 8名。うち 1名が夜勤から異動、1
名が作業エリアを調整。

＋ �育児支援申請者数 50 名。

障がいのある従業員の雇用
当社は、企業としての影響力と社会的責任を重視し、障がいのある方の就業機会の拡大と職場への包摂を推進しています。

2011 年から、視覚障がいのあるマッサージ師の職務を設け、安心して専門性を発揮できる就業環境を整えています。安定した雇用とキャリア支援を通じて、視覚障がいのある従業員のスキル向上と自立を支援するとともに、従業員にはリフ
レッシュやストレス緩和につながるマッサージサービスを提供しています。

2025 年時点で、当社は障がいのある従業員 36 名を雇用しており、そのうち 5名は視覚障がいのあるマッサージ師です。法定雇用率を上回る雇用を実現するとともに、個々の状況に配慮したマネジメント、社内での理解促進、バリアフリー設
備や業務上のサポート体制の定期的な確認を通じて、互いを理解し、尊重し合える包摂的な職場文化づくりを進めています。

2025 年は、屋外バリアフリー駐車スペース、屋外バリアフリースロープ、階段警告テープなどのバリアフリー設備を整備し、職場環境の使いやすさと包摂性を向上させました。
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5.1.2 人権管理
人権方針
当社は、「ヌヴォトン人権方針」を制定し、会長の署名のもと公表しています。本方針は、当社およびすべての子会
社の正社員、契約社員、インターンに加え、当社に関わるビジネスパートナー、サプライヤおよび請負業者にも適用
されます。当社は、国際的な労働・人権基準を厳格に遵守することを約束しています。「国際人権章典」「世界人権
宣言」「国連ビジネスと人権に関する指導原則」「国連グローバル・コンパクト」「ILO 労働における基本的原則及
び権利に関する宣言」など、国際的に認められた人権関連規範を最上位の指針としています。また、責任ある企業同
盟行動規範（RBA Code of Conduct）も実践し、安全で倫理的な職場環境を確保することで、人権尊重に対する当社
の基本姿勢を示しています。

人権管理の推進
当社は、「ヌヴォトン人権方針」「サステナビリティ実践規程」「サステナビリティ行動規範」に基づき、関連法令
および国際的な人権規範を遵守しています。労働者の権利・利益を損なう可能性のある事案に対しては、有効かつ適
切な相談・通報窓口を設け、申立て制度の公平性、透明性、機密性を確保するとともに、従業員から寄せられた意見
や申立てに対して、適時かつ適切に対応しています。

また、差別禁止およびハラスメント防止の方針に基づき、従業員がハラスメントや不当な差別を受けない職場環境づ
くりに取り組んでいます。当社は、人種、肌の色、年齢、性別、性的指向、性自認および性表現、民族または国籍、
障がい、妊娠、信仰、政治的立場、所属団体、兵役状況、保護対象となる遺伝情報、婚姻状況などを理由として、採
用および実際の業務において従業員を差別したり、ハラスメントの対象としたりしません。

この基準は、国際労働機関（ILO）第 111 号条約「雇用及び職業についての差別待遇に関する条約」に基づいて整備
しています。当社関係者がこの基準に違反した場合、従業員は「会社申立管理規程」および「職場におけるセクシュ
アルハラスメント防止措置および申立規程」に基づき、申立てを行うことができます。

さらに、当社はすべてのサプライチェーン関連企業に対し、RBA 規範に準拠した「行動規範遵守誓約書」および「秘
密保持誓約書」への署名を求めています。調達活動を通じて、サプライヤにも人権および社会的要求事項の実践を求
めています。

倫理性の高い職場環境の構築を進めています。2025 年、ヌヴォトン台湾では内部の一般申立てを 1件受け付けまし
たが、職場における不法な侵害またはセクシュアルハラスメントに関する申立てはありませんでした。ヌヴォトン日
本では、ハラスメントに関する相談・申立てを 7件受け付けました。いずれの申立ても、内部規程および手続きに従
って審査・調査を行い、就業規則および関連方針に基づいて是正措置と必要な対応を実施しました。類似事案の再発
防止に向けて、管理職向けの防止研修を強化するとともに、全従業員に対するコンプライアンス教育を継続し、従業
員の意識向上を図り、互いを尊重する働きやすい職場文化の醸成に取り組んでいます。

項目 説明 2025 年実施状況

人権に関する教育・研修

＋ �毎年、人権に関する教育・研修を定期的に実
施しています。研修には、サステナビリティ
行動規範に関する教育・研修のほか、外部専
門講師による「職場における不法な侵害防止
研修」が含まれており、従業員および管理職
の年次必修研修としています。

＋ �ヌヴォトン台湾における、サステナビリティ行動規
範教育・研修の受講者延べ 1,565 人、職場における
不法な侵害防止研修の受講者 1,567 人。両研修の全
員修了。管理職向け不法侵害防止研修への参加者計
220 人、平均満足度 4.76 点（5点満点）

サプライヤへの要請 ＋ �サプライヤに対し「行動規範遵守誓約書」へ
の署名を求めています。 ＋ �2025 年の実施率 100％。

人権管理施策

従業員の相談・通報窓口
対象テーマ 相談・通報窓口 担当部門

セクシュアルハ 
ラスメント

＋ �ヌヴォトン公式サイトの申立て窓口
＋ �会社申立管理規程に基づく申立書
＋ �セクシュアルハラスメント申立電話 :03-577-0066
＋ �セクシュアルハラスメント申立ファックス :03-667-5316
＋ �セクシュアルハラスメント申立電子メール :SHP@nuvoton.com

人事部門

労働者の人権
健康・安全

環境保護
庶務及びその他の提案

＋ �ヌヴォトン公式サイトの申立て窓口
＋ �総務意見受付システム
＋ �工場・オフィスに設置した目安箱
＋ �会社申立管理規程に基づく申立書
＋ �サステナビリティ委員会 電子メール :ESG@nuvoton.com
＋ �各種コミュニケーション会議 ( 労使協議会、職場会、労働安全衛生
・環境委員会、マネジメントミーティング、タウンホールミーテ
ィング、新入社員座談会）

サステナビリティ委員会

人権と労働安全
( ヌヴォトン日本 )

＋ �安全衛生委員会
＋ �定期労使協議会
＋ �経営層との直接対話

＋ �人事担当者との面談
＋ �内部通報ホットライン アドミニストレーションセンター
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人権デューデリジェンス計画とプロセス
当社は、2024 年に人権方針を制定・公表し、人権デューデリジェンスのプロセスを導入しました。今後は 3年に一
度実施する計画です。2024 年の人権デューデリジェンスでは、ヌヴォトン台湾の全従業員を対象に、当社の潜在的
な人権課題を特定し、リスク評価を実施しました。これにより、今後の人権リスク管理の基礎を整備しています。

今後は、海外子会社、サプライヤ、地域社会、その他のステークホルダーへとリスク評価の対象範囲を段階的に拡大
し、人権管理をより包括的に推進していきます。人権デューデリジェンスの詳細な調査結果は、公式ウェブサイトを
ご参照ください。

人権デューデリジェンスのプロセス

人権関連方針の策定・改善 ＋ �GRI 基準、国際的な人権条約・規範・動向に基づき、人権方針を策定し、申立
て制度を改善します。

人権リスクの特定と質問票の設計
＋ �当社の事業特性と管理状況を整理し、関連課題の適用範囲を明確にします。
＋ �当社に適用される人権課題とその内容を特定し、GRI、RBA などの国際的な人
権関連基準・条約、および業界で一般的な人権課題を参照して、人権リスク評
価に用いる質問票を設計します。

人権リスクの分析と評価
＋ �人権リスク評価に用いる質問票の回答結果を分析し、各課題の発生可能性と影
響の深刻度を集計します。さらに、当社の人権関連課題への対応実績も踏まえ、
顕著な人権課題を評価し、特定します。

リスクの軽減と救済 ＋ �顕著な人権課題について、軽減・救済措置を定め、継続的に見直し・改善を進
めます。

追跡と改善 ＋ �各人権リスクの軽減措置および潜在リスクへの対応状況、改善状況を追跡しま
す。

情報公開 ＋ �人権デューデリジェンス報告書を定期的に作成し、調査プロセスと関連するリ
スク分析結果を公表します。

注 :
リスク値は、発生可能性と影響の深刻度を掛け合わせて算出しています。
低リスク = リスク値≤ 4;
中低リスク = 4 < リスク値≤ 8;
中高リスク = 8< リスク値≤ 12;
高リスク = リスク値 >12

人権リスクマトリックス

影響重大度 影響重大度

発
生
可
能
性

職場におけるハラ
スメント防止

長時間労働

強制労働
相談・通報制度

の有効性

差別防止・平等・ダイバーシティ
＆インクルージョン

中高リスク

中低リスク

高リスク

低リスク

1

4

5

3

2

当社は、質問票による調査を通じて、「労働者の権利」「健康と安全」「ガバナンスと倫理」の 3分野、計 14 項目
の人権リスク課題を評価しています。また、人権リスクマトリクスを作成し、「発生可能性」と「影響の深刻度」に
基づいて、低リスクから高リスクまでのリスク領域に分類しています。

評価の結果、直ちに対応が必要な高リスク課題は確認されませんでした。一方で、当社は上位 5項目である「職場に
おける不法な侵害およびハラスメントの防止」「長時間労働」「強制労働」「申立て制度の実効性」「差別禁止、平
等および多様性・包摂性」を継続的に注視し、潜在的なリスクと負の影響を低減するため、軽減・救済措置を推進し
ています。

ステップ 1

ステップ 4

ステップ 2

ステップ 5

ステップ 3

ステップ 6

発
生
可
能
性
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外国人労働者の人権尊重
当社が2025年に雇用した外国人労働者（現場職。ホワイトカラー職は除く）については、「サステナビリティ行動規範」および「ヌヴォトン人権方針」に基づき、採用、雇用、報酬、労働時間、休暇、福利厚生など、すべての労働条件において、
現地従業員と同等で、法令に適合した公平な待遇を受けられるようにしています。

また、RBA 行動規範を遵守し、採用プロセスの合法性と透明性を確保しています。児童労働、強制労働、不適切な仲介・あっせん、差別など、あらゆる形態の不適切な行為を排除し、関連要件をコーポレートガバナンス、サプライチェーン管
理、請負業者管理体制に組み込んでいます。

外国人労働者が言語や文化の違いに直面する可能性があることを踏まえ、必要なコミュニケーション支援と就業上のサポートを提供しています。さらに、「採用費用ゼロ制度」を推進し、外国人労働者の海外での募集、台湾入境に関する書類
手続き、渡航費、入社前に必要となる各種費用を当社が全額負担しています。これにより、企業としての社会的責任を果たし、サステナビリティ活動を推進しています。

顕著な人権課題 軽減措置 救済措置 2025 年 実績

職場における不法な
侵害およびハラスメ
ントの防止

＋ �「職場におけるセクシュアルハラスメント防止規程」および「職務遂行中に不法な侵害を受けることを
防止する計画書」を厳格に運用しています。また、社内研修や掲示板などのチャネルを通じて、職場に
おける不法な侵害やハラスメントの禁止を定期的に周知しています。

＋ �各拠点のセクシュアルハラスメント防止措置、申立て、懲戒等に関する規程を定期的に見直し、改定し
ています。

＋ �セクシュアルハラスメント、労働者の人権、職場環境に関するテーマについて、相談・
通報窓口を設けています。

＋ �関連事案が発生した場合、申立て案件の調査は全過程で機密を保持して実施し、各窓口
には専任担当者を配置します。情報を適切に管理し、関係者のみが知り得る状態を確保
したうえで、調査結果に基づき必要な是正措置を実施します。また、必要に応じて、関
係者に対する懲戒等の措置を講じます。

＋ �職場における不法な侵害およびハラスメン
トに関する申立て 0件。

＋ �対象者全員の研修修了

過度な長時間労働

＋ �従業員の入退場時間の記録を管理・分析し、管理職に対して労働時間管理に関するアラートを行い、適
切な業務配分を促しています。

＋ �会社の生産能力と人員需要を確認し、人員不足による長時間労働を避けるため、必要に応じて従業員を
増員しています。

＋ �教育・研修を通じて、労働時間および労働条件に関する規定を周知しています。

＋ �関連事案が発生した場合は、内部調査と必要な是正措置を実施し、従業員の権利救済を
図ります。

＋ �労働法令違反事案なし。
＋ �対象者全員の人権教育・研修修了

強制労働
＋ �RBA VAP および SAQの仕組みを定期的に運用し、潜在的な人権リスクを特定しています。
＋ �毎年、人権関連研修を実施し、管理職向けに職場における不法な侵害防止研修および労働基礎法令に関
する研修を行っています。関連制度は社内ウェブサイトにも掲載し、従業員が随時確認できるようにす
ることで、全従業員への周知と理解の徹底を図っています。

＋ �RBA 監査で確認された指摘事項については、期限を定めて改善を求めています。
＋ �関連事案が発生した場合は、内部調査と必要な是正措置を実施し、従業員の権利救済を
図ります。

＋ �強制労働に関する申立て 0件。
＋ �対象者全員の人権教育・研修修了。

差別禁止、平等およ
び多様性・包摂性

＋ �社内で行動規範に関する教育・研修を定期的に実施し、従業員に人権尊重の意識を周知しています。
＋ �法令に基づいて関連する管理規程を整備し、従業員が個人的条件によって不平等な扱いや制限を受けな
いようにしています。

＋ �働きやすい職場づくりに向けた活動を実施し、従業員のDEI 意識を高め、差別禁止、平等、多様性・包
摂性の理解促進に取り組んでいます。

＋ �関連事案が発生した場合は、内部調査と必要な是正措置を実施し、従業員の権利救済を
図ります。

＋ �従業員支援プログラム（EAP）を提供し、従業員一人あたり年間 3回まで無料相談を利用
できるようにしています。必要に応じて、相談、医療、心理カウンセリング、社会福祉
資源、その他必要なサービスへの紹介も行います。

＋ �人権侵害に関する違反事案 0件。
＋ �対象者全員の人権教育・研修修了。

人権リスク課題の軽減・救済措置 対象：従業員

5.1 働きやすい職場 5.3 労働安全衛生5.2 人材マネジメント

096

第 1 章 責任あるガバナンス 第 5 章 安全・安心な職場第 2 章 グリーン製品 第 6 章 社会との共生・共栄 附録はじめに 第 3 章 環境サステナビリティ 第 4 章 サステナブル・サプライチェーン

5.1 働きやすい職場



5.1.3 労使コミュニケーション
ヌヴォトン日本および一部の海外子会社には労働組合が設けられており、労働組合との間で労働協約を締結しています。ヌヴォトン日本の労働組合員は全従業員の約 75％、海外子会社では約 2.1％を占めています。労働組合に加入していない
従業員についても、労働条件および雇用条件は当社の人事制度に基づいて運用しています。ヌヴォトン台湾では労働組合を設立しておらず、労働協約も締結していませんが、定期的に労使協議会を開催し、多様で透明性の高い対話の機会を提
供することで、従業員が意見を表明しやすい環境を整え、会社と従業員の効果的な相互理解を促進しています。

従業員のコミュニケーションチャネルとコミュニケーション効果

コミュニケーション区分 説明 実施頻度 2025 年実績

労使協議会 ＋ �労使協議会を定期的に開催し、労使双方のコミュニケーションを促進しています。 四半期ごと
＋ �ヌヴォトン台湾では2025年に労使協議会を計16回開催。労働者代表への四半期ごとの会社業績・労働関連動向の報告に加え、
年間カレンダーの統一（一斉休暇の設定）や、4勤 2休シフトにおける 2週間単位の変形労働時間制の運用などを協議

＋ �ヌヴォトン日本では 2025 年に労使協議会を計 15 回開催。組織再編や労働時間管理の成果などを協議

合同朝会 ＋ �ヌヴォトン日本では、経営層と従業員の間で情報を共有し、経営の透明性を高めることで組
織全体の運営力を強化するために、月度合同朝会を開催しています。 毎月 ＋ �業務活動に関する議題のほか、安全・品質・情報セキュリティ・経営方針・経営概況を共有

従業員の声

＋ �各拠点に実物の（匿名可）意見箱と多様なオンライン受付窓口を設け、人事部門の責任者お
よびサステナビリティ委員会の代表者が直接対応しています。

＋ �2025 年には、全従業員が安心して意見を表明できるよう、従業員コミュニケーション窓口
“NuVoice” を新設しました。人事部門が、キャリア形成・職場への適応・同僚との連携などの
テーマについて 1on1 ミーティングを通じて支援しています。

不定期 ＋ �従業員からの意見の受付 8件、回答率 100％
＋ �2025 年下半期に新設したNuVoice での受付 13 件、回答率 100％

新入社員の意見収集
＋ �入社時満足度調査の実施や面談を通じて、新入社員の入社後の状況を把握しています。ヌヴ
ォトン台湾では入社 30 日および 90 日の時点でアンケートを実施し、ヌヴォトン日本では入
社 3か月後および 6か月後に経営層と人事部門が面談を行っています。

定期 ＋ �入社時満足度アンケートおよび職場適応度アンケートの平均満足度 87％

退職者の意見収集
＋ �人事部門は、退職予定の従業員と個別に面談を行い、在職中の経験や率直な思いを、体系立
てた質問を通じて丁寧に聞き取っています。実際の退職理由を分析し、従業員の本音を把握
することで、組織改善の根拠としています。

不定期 ＋ �退職者の意見収集を通じて、従業員のスキルのミスマッチや職場における課題を把握し、採用戦略の見直しや給与体系・キャ
リア開発の強化に反映。半導体業界における人材獲得競争の激化という課題に対応
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各種従業員満足度調査
従業員一人ひとりの多様な就業体験を把握するため、当社は 2年ごとに「従業員エンゲージメント調査」（ヌヴォト
ン台湾）、毎年「従業員満足度調査」（ヌヴォトン日本）、「総務サービス従業員満足度調査」および「社員食堂満
足度調査」を定期的に実施しています。従業員の仕事や日常生活における要望やフィードバックを深く把握し、これ
らを経営施策に反映することで、従業員体験を高め、会社と従業員の結び付きを強化しています。

2025 年、ヌヴォトン台湾では本社を対象に従業員エンゲージメント調査を実施し、従業員体験と組織運営の実態の
把握に努めました。今回の調査結果では、従業員が企業文化と組織運営に高い共感を示しており、95％の従業員が
「意欲的に取り組み、会社とともに成長したい」と回答しています。当社は今後も従業員との対話を深め、経営の透
明性を高めるとともに、調査結果や関連するフィードバックを経営改善・意思決定の重要な参考として活用します。
あわせて、分析結果に基づく具体的な行動計画を策定し、従業員体験を強化するとともに、その進捗と成果を定期的
に検証していきます。

会社 調査名 調査範囲 説明と 2025 年実績

ヌヴォトン台湾

総務サービス従業員 
満足度調査 研新工場

＋ �オフィス業務、工場・日常環境、社員食堂の品質など、総
務サービスの各業務を対象とする。2025 年の新竹地区にお
ける総務サービス従業員満足度調査の総合満足度は 10 点満
点中 8.39 点

社員食堂 
満足度調査 竹北オフィス ＋ �2025 年の社員食堂満足度調査では 3,530 件を回収し、総合

満足度は 91 点

従業員エンゲー 
ジメント調査 全従業員

＋ �従業員のコアバリューに対する受け止め、仕事の満足度（幸
福感やストレスの状況を含む）、エンゲージメントを把握
する。2025 年の回答率は 82.4％、総合満足度は 90 点で、
95％の従業員が意欲的に仕事に取り組み、今後も継続して
ヌヴォトンで働きたいと回答

ヌヴォトン日本 従業員 
満足度調査 全従業員

＋ �戦略と方向性、個人の尊重、権限委譲と自律、リーダーシ
ップ、従業員の潜在能力を引き出す環境、チームワーク、
従業員の参加、業務プロセスと組織能力、人材活用の 9つ
の領域で構成される。2025 年の回答率は 94.2％、総合満足
度は 70.6 点で、前年よりわずかに上昇。

総合満足度

個人の尊重

リーダーシップ

戦略と方向性

権限委譲と自律性

チームワーク

従業員が能力を発揮できる環境

業務プロセスおよび組織能力

従業員エンゲージメント

人材活用

ヌヴォトン台湾 2025 年従業員エンゲージメント調査結果

総合満足度

5 つのコアバリュー

上司との関係

ストレスマネジメント

キャリア開発

従業員福利厚生（ウェルビーイング）

報酬・福利厚生

90

92

88.2

85

89.6

88.2

83.6

ヌヴォトン日本 従業員満足度調査結果 ■ 2025 年 ■ 2024 年

70.6
70

71.9
72.7

68.2
67

56.8
57.3

54
52.6

72.6
72

70.4
74

56.8
57.3

54.7
53.7

46.7
43
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退職後の従業員保障措置と移行プラン
当社は、従業員のキャリア後期および転換期におけるサポートを重視しており、高年齢従業員の活用、定年後の再雇
用制度、組織再編時の従業員支援措置を通じて、従業員が人生とキャリアの各段階を円滑に移行できるよう支援して
います。

項目 説明

高年齢従業員 
の活躍支援

＋ �少子高齢化という社会動向に対応するとともに、労働部の提言に応え、中高年齢者にとって働きやすい就業環
境を構築するため、ヌヴォトン台湾は中高年齢者および高年齢者就業促進法に基づき、定年退職後の新たなス
テージへの移行を支える制度を提供しています。優れた業績を持ち定年退職を迎える従業員に継続勤務の意向
を確認し、双方の合意のもとで再雇用することで、退職直後の負担を和らげるとともに、経験の継承を図り、
退職後も活躍を続けられるようにしています。

＋ �ヌヴォトン日本は定年後の再雇用制度を設け、高年齢労働者の雇用を積極的に推進しています。同制度では、
定年後も勤務の継続を希望する一般社員（ネクストステージパートナー）と、定年後も勤務を続ける管理職・
高度専門人材（定年再雇用嘱託）を対象に、いずれも毎年更新する有期雇用契約を締結しています。2025 年
はネクストステージパートナーが 233 名、定年再雇用嘱託が 34 名でした。

組織再編時の 
従業員保障措置

＋ �当社は、合併・組織再編その他の経営戦略上の調整により大規模な人員削減が必要となった場合、各事業所在
地の国・地域の関連法令に厳格に従って対応します。法令に基づく退職金の支給に加え、現地政府の補助申請
条件を満たす従業員に対しては、必要な支援を行い、申請手続きを支援します。あわせて、再就職支援プラン
を策定し、従業員の円滑な移行を支援することで、企業として果たすべき社会的責任を全うします。

人材マネジメント
当社は人材を企業のサステナビリティを支える最も重要な経営資源と位置づけ、「採用・育成・定着」の 3つの方向
を軸に、多様な採用チャネルと採用ブランドの強化、市場競争力のある報酬・福利厚生、AI による能力向上とキャ
リア開発、多様な人材が活躍できる働きやすい職場環境を通じて、持続的な人材競争力を築き、人材に対する企業の
長期的なコミットメントを実践しています。

5.2.1 人的資源の概況
当社はグローバルな事業展開に努め、多様な文化的背景を持つ従業員の採用を継続することで世界規模での文化融合
を促進するとともに、人材マネジメント制度の高度化にも継続的に取り組んでいます。2025 年の当社グローバル従
業員数は合計 3,723 名で、うち台湾以外の従業員（ヌヴォトン日本を含む）は 2,117 名、構成比は 56.9％です。男性
従業員の構成比は 73.5％、女性は 26.5％です。また、日常業務の一部は業務委託先との連携により運営しています。
2025 年のヌヴォトン台湾の非従業員の就業者は 53名（請負・業務委託が中心で、警備、清掃、社員食堂運営、IT サ
ポートなどを含む）、海外子会社は 2名、ヌヴォトン日本は 281 名（請負・業務委託が中心で、警備、清掃、社員食
堂運営、ITサポートおよび派遣社員を含む）でした。詳細な人的資源データは附録三「社会データ」に記載しています。

5.2 

■ 管理職 ■ 研究開発・生産 ■ 管理部門・営業 ■ 生産支援

職務別従業員構成

正社員：■ 女性 ■ 男性   派遣社員：■ 女性 ■ 男性

雇用形態別従業員構成

1 �従業員数の集計には、報告期間終了日（2025 年 12 月 31 日）時点の人員総数を使用しています。親会社である華邦の開示に合わせ、臨時従業員
には、労働時間が保証されていない従業員を含めています。

人材構成 1

■ 高校卒以下 ■ 専門学校卒 ■ 学士 ■ 修士 ■ 博士

ヌヴォトン台湾

ヌヴォトン日本

海外子会社

学歴別従業員構成

ヌヴォトン台湾

ヌヴォトン日本

海外子会社

ヌヴォトン台湾

ヌヴォトン日本

海外子会社

681581114212

9532338

666

179

136 331
3

1,468
4

202

79 98248

181 1,130 105 231

45

147 1961,061

11
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5.2.2 人材採用と定着
当社はウェーハ製造と半導体設計の 2つの事業領域を有し、半導体産業における設計・製造の両分野にまたがる人
材を必要としています。また、本産業の変化が速いことから、複合的なスキルを持つ人材への需要が年々高まってい
ます。多様な採用チャネルを通じて各分野の人材を惹きつけるとともに、採用ブランドの向上を図り、市場競争力の
ある報酬・福利厚生を設計することで、優秀な人材の定着を図っています。2025 年のヌヴォトン台湾の入社率 1 は
94％、応募倍率 2 は 105 倍、ヌヴォトン日本はそれぞれ 50％と 48 倍でした。2025 年の離職者者数は前年よりわず
かに減少しましたが、これは主に外部人材市場の競争が緩やかになったこと、および社内で AI ツールを導入するこ
とで業務プロセスを効果的に最適化し、従業員満足度を高めたことによるものです。詳細な新規入社者数・離職者数
およびその比率は、附録三「社会データ」に記載しています。

1 �入社率＝入社者数／内定通知数× 100％
2 �応募倍率＝応募者数／採用人数

■ 新入社員数 ■ 離職者数

入社率・応募倍率

新入社員数および離職者数の推移

会社
入社率 1 応募倍率 2

2024 年 2025 年 2024 年 2025 年

ヌヴォトン台湾 89% 94% 49 times 105 times

ヌヴォトン日本 47% 50% 56 times  48 times

海外子会社 106% 89% 75 times 148 times

グループ合計 81% 79% 57 times 113 times

2022 年 2024 年2023 年 2025 年

419

312
363 350

272
218

315 311

多様な採用チャネル

求人媒体や求人サイトなどの一般的な採用チャネルに加え、以下のチャネルを通じて適切な人材を採用して
います。

学会・展示会

社内外の採用サイトと SNS 学内採用イベント

当社は外部の採用サイトを活用し、
2025 年には会社紹介やコアバリュー
に関する内容を追加することで、外部
人材がより手軽かつ迅速に当社を知る
ことができるようにしました。あわせ
て SNS の運用を継続し、採用ブラン
ド力の向上に努めています。ヌヴォト
ン日本は自社の採用サイトや SNS の
ほか、外部の求人情報サイトも活用し
ています。

リファラル採用

リファラル制度は、優秀な人材を
獲得するための重要な採用源であ
り続けています。手厚い紹介報奨
金や食事券の進呈などの施策を通
じて、社員紹介の活性化を図って
います。

ヌヴォトン台湾は毎年春・秋の 2シーズ
ンに、大学が開催するオープンキャンパ
スに参加し、大学・大学院の学生と早期
に接点を持つことで、人材採用のチャネ
ルを拡大しています。2025 年はスマート
テクノロジーを中心に、関連製品の開発
に積極的に取り組む姿勢を訴求し、AI に
関心のある学生の応募を促しました。ヌ
ヴォトン日本は、大学や採用支援サービ
ス会社が主催する採用説明会に参加して
います。2025 年は 9 つの大学で 12 回の
説明会を開催し、合計 138 名の学生が参
加しました。

奨学金返済支援制度

ヌヴォトン日本は新卒採用において、学
業成績が優秀な者に対し、入社後の奨学
金返済を支援しています。

ヌヴォトン日本の人事部長が応用物理学会で講演を行いました。また、CEATEC に
も出展し、来場した学生と交流しました。

リクルーター活動 
（社員による母校訪問）

ヌヴォトン台湾の技術部門の責任
者は半年ごとに定期的に母校を訪
れ、学生に技術知識や自社製品を
紹介するとともに、求人情報を発
信しています。また、グループと
して若手社員に母校を訪問しても
らい、後輩に会社紹介や採用情報
の発信を行っています。
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標準初任給と現地最低賃金の比率
年 2022 2023 2024 2025

会社 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性

ヌヴォトン台湾 1 1.06 1.06 1.05 1.05 1.07 1.07 1.07 1.07

ヌヴォトン日本 2 1.46 1.46 1.55 1.55 1.55 1.55 1.55 1.55

女性の男性に対する基本給・総報酬の比率 4

単位：千台湾ドル管理職以外のフルタイム従業員の給与 3

年 2022 2023 2024 2025 前年との変動状況

平均値 1,880 1,484 1,508 1,491 -1.13%

中央値 1,441 1,239 1,248 1,215 -2.64% 2025 年、ヌヴォトン台湾の管理職と専門職では、男女間の賃金比率にやや差があります。これは、管理職・専門職
に相当する工学系職種は依然として男性比率が高く、工学系の職位の賃金が比較的高いため、職種の違いによって報
酬比率に差が生じているものです。ヌヴォトン日本は男女の人数差が比較的大きく、男女比は約 9:1 で、職級によっ
て賃金に差があります。これは主に、重要な職位や組織の管理者を担い、賃金水準が比較的高い男性の比率が高いこ
とによるものです。

4 �経営層は中心層以上の管理職、管理職は課長級以上（経営層を除く）、非管理職は専門職、技術職、事務職、製造直接職を含みます。

競争力のある報酬制度
当社は市場競争力のある報酬・福利厚生の提供に努めており、同業他社の賃金水準を定期的に確認・参照するととも
に、市場動向、会社の業績、個人の業績などを踏まえて賃金を見直すことで、市場競争力のある報酬水準を維持し、
性別や勤務地などによる待遇差が生じないよう配慮しています。2025 年、当社は台湾の「高給与 100 指数」の構成
銘柄に引き続き選定されており、報酬制度とサステナブル経営における優れた実績を示しています。新入社員の初任
給についても、職務内容、権限・責任の範囲、本人の学歴・職歴・専門性に基づき、労使双方の協議により決定して
います。また、会社定款において、当年に利益が生じた場合は利益の 1％以上を従業員報酬として拠出することを定
めており、キャリア開発や業績管理と連動させ、評価結果を賃金改定や昇進の重要な判断材料としています。

1 �ヌヴォトン台湾：台湾の最低賃金は2025年が 28,590台湾ドル、2024年が 27,470台湾ドル、2023年が 26,400台湾ドルです。ヌヴォトン台湾は、
製造直接職の標準賃金を標準初任給としています。

2 �ヌヴォトン日本：本社所在地である京都の最低時給は、2025年が 1,122 円（約 215台湾ドル /時）、2024年が 1,058 円（約 212台湾ドル /時）、
2023 年が 1,008 円（約 202 台湾ドル /時）です。ヌヴォトン日本は、大学卒業者の初任給を標準初任給としています。

3 �データは以下の経路でも確認できます：公開情報観測站＞集計報表＞コーポレートガバナンス＞従業員福利・報酬統計＞非管理職のフルタイム
従業員給与

基本給ヌヴォトン台湾 総報酬ヌヴォトン台湾■ 女性 ■ 男性 ■ 女性 ■ 男性

経営層 経営層専門職 専門職事務職 事務職管理職 管理職技術職 技術職製造直接職 製造直接職

0.99

1

1.00

1

1.22

1

1.24

1

1.00

1
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1

1.23

1

1.24

1

1.14

1

1.13

1

0.93

1

0.97

1

1.10

基本給ヌヴォトン日本 総報酬ヌヴォトン日本■ 女性 ■ 男性 ■ 女性 ■ 男性

管理職非管理職 非管理職管理職

1.07

1 1

1.10 1.10

1 1
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従業員福利厚生制度
当社は、充実した多様な従業員福利厚生の提供に努めています。世界各地の拠点では、現地法令に基づいて福利厚生制度を設計し、法定基準を満たす、また
はそれを上回る福利厚生を提供しています。また、従業員福利委員会が福利厚生を統括して企画することで、全従業員が公平かつ継続的に福利厚生を利用で
きる体制を整えています。環境サステナビリティへの対応として、台湾の三節（春節・端午節・中秋節）、労働節および誕生日に、従業員へ電子ギフト券を
配付しています。また、モバイルアプリの利便性を高め、提携店舗の検索や共同購入機能を通じて、従業員が優待情報を随時確認できるようにしています。

少子化への対応として、当社は従業員のライフイベントと仕事の両立を支援しています。法定基準を上回る妊婦健診休暇、配偶者出産休暇、家族介護休暇、
結婚休暇などを提供しているほか、ヌヴォトン台湾では 0〜 4歳の子どもを対象に毎月の育児補助を支給しています。ヌヴォトン日本でも育児・教育補助
金を提供しています。2025年は、ヌヴォトン台湾で136名、ヌヴォトン日本で405名、合計541名の従業員が育児補助を申請し、年間支給額は約2,011万5,800
台湾ドルでした。2021 年から 2025 年までの累計申請者数は延べ 2,951 名、育児補助の累計支給額は約 1 億 1,043 万台湾ドルです。

育児休業
当社は、性別工作平等法により労働者に認められた権利を尊重し、育児休業を必
要とする従業員を全面的に支援しています。男性・女性を問わず、従業員は関連
規定と手続きに基づき育児休業を申請することができ、人生の重要な時期を支え
る制度として運用しています。2025 年は、当社全体で 66 名の従業員が育児休業
を申請しました。同年中に復職予定だった従業員は 53 名で、育児休業終了後に
復職した従業員も 53 名となり、復職率は 100％でした。また、2024 年に復職し
た従業員 50 名のうち、44 名が復職後 1年以上継続して勤務しており、定着率は
88％でした。詳細な育児休業データは、附録三「社会データ」に記載しています。

主な福利厚生制度
区分 福利厚生項目 内容

健康・保険
社会保険・団体保険

入社日から従業員を団体保険に加入させ、傷害、疾病、入院などを保障しています。従業員は家族についても優待団体保険に加入でき、保険の対象を家族にも広げることができます。労災補償は、業務中または通勤中に発生した傷害を対
象としています。健康保険は、業務外で発生した事故や疾病も対象としています。また、従業員が長期介護を必要とする場合や、事故によって永続的な障がいを負った場合、自然災害により住宅が損壊した場合には、見舞金を支給してい
ます。

定期健康診断 3 つの医療機関と連携し、毎年、従業員の定期健康診断およびがん検診を実施しています。ヌヴォトン台湾およびヌヴォトン日本では、2025 年に一般健康診断およびがん検診を実施しました。検査項目には、腹部超音波、甲状腺超音波、
大腸がん検診、胃がん検診、子宮頸がん検診、乳がん検診が含まれ、合計で 1,597 万 7,000 台湾ドルを投じました。

レクリエーション

クラブ活動 ヌヴォトン台湾では、スポーツ、レクリエーション、文化・芸術分野を含む 16 のクラブが設立されています。2025 年には 15 回以上の試合・活動を開催し、10 件の社外大会に参加しました。年間補助額は 64 万台湾ドル超で、従業員の
健康増進と企業文化の醸成につなげています。

提携先優待 利便性と効率性を高めるため、モバイルアプリを提供しています。2025 年末時点で、2,759 の提携先で利用されています。

軽食・アフタヌーンティーの
提供 オフィスでは軽食を常時提供しているほか、不定期でアフタヌーンティーも提供しています。

オフィス内レクリエーション
施設 フィットネス機器およびエクササイズルームを提供しています。

レクリエーション補助 従業員は毎年 3,600 台湾ドルの補助を申請でき、国内外の旅行や部門での食事会に利用できます。これにより、従業員の幸福感とチームの一体感向上につなげています。

親子ファミリーデー 会社の業績に応じて、不定期でイベントの開催やギフトの支給を行っています。

家庭のケア

フレックスタイム制度 工場勤務以外の従業員を対象に、2時間のフレックスタイム制度を導入しています。

妊娠中の従業員支援 出産関連の充実した補助制度と搾乳室を整備し、従業員が柔軟に搾乳時間を確保できるようにしています。また、妊婦専用駐車スペースを設け、実用的な育児関連ギフトも贈っています。

保育機関との提携 外部の保育機関および幼稚園と提携し、従業員の子ども向けの優待制度を提供することで、従業員の育児負担の軽減を図っています。

総合 カフェテリアプラン 従業員は、自身のライフスタイルや価値観に応じて福利厚生メニューを選択できます。付与されたポイント（基本ポイント、育児補助ポイント、介護補助ポイント、キャリアカフェポイントを含む）の範囲内で、資産形成、旅行、自己啓
発、健康維持、寄付、保育サービス、介護サービスなどを自由に選択できます。
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5.2.3 人材育成と能力開発
当社は、人材育成を企業のサステナビリティを支える重要な基盤と位置づけています。会社の年度戦略目標を軸に、研
修ニーズのヒアリングを通じて年度研修計画を策定し、従業員の学習ニーズと企業の成長が連動するようにしています。

また、従業員の学習と成長を重視し、学び続ける組織づくりを基盤として、多様な研修を企画するとともに、社内外
のリソースを活用しています。研修内容を実務と結び付け、従業員が業務知識を共有し、相互に学び合う職場づくり
を進めています。

さらに、当社はグローバル各地域における現地研修リソースの強化を継続しています。グリーンサプライチェーン、
企業のネットゼロ目標、カーボンマネジメントなどを含むサステナビリティ関連研修を提供するとともに、技術研修
および管理職向け研修を拡充し、従業員のデジタルトランスフォーメーションとサステナビリティに関する理解と実
践力の向上を図っています。これらの取り組みを通じて、「学びへの情熱」を大切にする組織文化を深め、組織と人
が共に成長することを目指しています。

人材育成
当社は、体系的な学習・成長支援の仕組みづくりに取り組んでいます。OJT、社内研修、外部学習リソース、在職進
学支援制度、オンライン研修など、複数の学習機会を提供しています。OJT（On-the-Job Training）制度では、日常
業務の中に学びを組み込み、上司と従業員が学習・成長目標を共同で設定します。さらに、実際のプロジェクトと連
動させることで、知識やスキルの継承と実践的な活用を促進しています。

社内研修は、専門スキル、リーダーシップ、デジタルトランスフォーメーション、サステナビリティの考え方など幅
広いテーマで構成しており、市場環境が変化しても、従業員が競争力を維持できるよう支援しています。また、新卒
入社者や職級が変更となった従業員には、対象者に応じた専用研修を実施しています。

2025 年、ヌヴォトン台湾の集合研修は、AI・スマート技術の活用、従業員の成長、コミュニケーションとリーダー
シップ、サステナビリティの 4つを重点テーマとしました。従業員の専門性と総合力を多面的に高めることで、人材
育成とサステナビリティ活動を一体的に推進しています。

また、従業員が国内外の専門機関による研修に参加することを奨励し、社内での共有を通じて知識の継承とチームの
イノベーションを促進しています。2025 年の外部研修参加者数は延べ 283 人、累計研修時間は 3,710 時間であり、
人材育成への継続的な投資を示しています。

当社は在職進学支援制度を設け、従業員が国内外の修士・博士課程で学ぶことを支援しています。また、各部門で
定期的に勉強会を開催し、専門能力と管理能力の強化を図っています。さらに、外部プラットフォームも活用し、
従業員が自主的に学べる豊富なオンライン学習リソースを提供しています。これらのリソースには、当社が独自に

開発した半導体設計、AI、DX 関連の研修に加え、一般的なビジネススキルを扱う外部研修も含まれています。提供
コースは合計 700 以上に上り、従業員の関心やニーズに応じて継続的に拡充することで、多様な学習ニーズに対応
しています。

加えて、当社は新入社員に対して、充実したオンボーディング支援を提供しています。入社後は、集合形式の新人研
修、オンライン講習、文化体験活動などを含む総合的な研修を実施し、新入社員が会社文化と職場環境に早期に適応
できるよう支援しています。

ヌヴォトン日本では、新卒入社者を対象に 1か月間の研修を実施しています。研修内容には、会社理念、企業文化、
ビジネスコミュニケーション、半導体の基礎知識、会社の事業運営と戦略など、必要な知識とスキルが含まれます。
技術職については、さらに 1か月間の専門研修を実施し、半導体応用、アナログ・デジタル回路、プログラミングお
よび関連技術を学ぶ機会を提供しています。

また、新入社員が配属された部門の専門領域に応じて、技術資料、研究開発プロセス、システム開発の実務、プロジ
ェクト成果の共有など、多様で体系的なオンライン学習リソースを提供しています。これにより、新入社員の組織適
応と学習・成長を加速させています。年末には研修成果を総合的に評価し、改善が必要な領域については継続的なフ
ォロー研修を行っています。さらに、新卒入社者には専門業務を直接指導するメンターを別途配置し、職務に必要な
コミュニケーションスキルの習得も支援しています。こうした取り組みを通じて、3年間のOJT 計画を体系的に推進
しています。

年度研修計画 専門能力体系の整備 個人別育成計画（IDP）

＋ �人事部門は毎年、研修ニーズ調査とヒアリングを通じて、各工場・部門の責任者から各組
織の人材に必要な能力を確認しています。また、各部門の研修推進担当者が、専門領域の
特性を踏まえて部門責任者と方向性をすり合わせ、前年の研修フィードバックや従業員の
関心も考慮しながら、各部門の研修ニーズを取りまとめています。

＋ �人事部門は、受講対象者、直属上司、部門責任者のニーズを総合的に考慮するとともに、法
令上の要件や組織の将来方針も反映し、研修内容が業界基準およびコンプライアンス要件に
沿うように年度研修計画を策定しています。策定した計画は経営層へ報告し、承認を得てい
ます。

＋ �各職位に必要な専門能力を定期的に棚卸しし、職位ごとの業務内容と専門能力の定義を見直
したうえで、採用、業績管理、人材育成、人材パイプラインの構築などの中核制度に反映し
ています。

＋ �各部門は毎年、各職位に求められる専門能力を確認し、スキルマップを作成しています。こ
れに基づき、従業員一人ひとりの年度研修目標と計画を設定し、半期ごとの業績評価を通じ
て、目標達成状況やコア能力の発揮状況を確認しています。こうした確認結果を、以後の研
修計画やキャリア形成の重要な基礎としています。

＋ �従業員一人ひとりの成長を支援するため、上司と部下が必要に応じて 1on1 ミーティングを
実施し、キャリア形成や業務目標について意見交換を行っています。

＋ �また、若手社員に対しては、個人別育成計画（IDP）の策定を支援し、担当業務の割り当て
や研修参加状況を継続的に確認しています。あわせて、管理職が部下育成の基本的な考え
方を身につけられるよう支援しています。管理職および若手社員の育成を担うメンターは、
専門研修を受講し、OJT 期間中のコミュニケーション力向上を図っています。
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各種従業員研修と年度重点研修
種類 研修 説明

共通

企業文化・価値観研修 ヌヴォトンの文化推進チームは、定期的に社内コラムへの寄稿を管理職に依頼し、企業文
化や価値観を共有しています。また、関連する教育研修も企画しています。

全従業員必修研修 経営理念、企業文化、品質管理、環境・安全衛生、情報セキュリティなどをテーマとし、
従業員の階層、職務、部門機能にかかわらず共通で実施しています。

コンプライアンス研修 コーポレートガバナンス、従業員の倫理・行動規範などの重要性について、毎年必要に応
じて周知・教育を行っています。

選択科目

外国語研修
英語・日本語の学習補助制度を提供するとともに、外部学習プラットフォームによる AI を
活用したインタラクティブな学習体験を組み合わせ、スピーキング力と語学力の強化を支
援しています。

イノベーション・創造
的思考研修

2025 年に開講し、講師のファシリテーションを通じて、従業員が仕事や日常生活の中で体
系的に創造的思考のプロセスを学べるようにしています。

環境マネジメント研修
2025 年に開講し、品質、環境、労働安全衛生に関する基礎研修と内部監査に加え、企業の
ネットゼロに向けたロードマップ、SBT に基づく削減目標、カーボン・アカウンティング
・マネジメントなどを扱っています。

デジタルツール・生産
性向上研修

2025 年は、基礎から応用までのAI 研修や、AI・デジタルツール関連研修を提供しました。
Microsoft 365、Copilot、Albert AI、ChatGPT、GitHub Enterprise などを含み、IT リソース
と連携して各部門での活用を支援し、組織のデジタルトランスフォーメーションを推進し
ています。

専門

デジタル回路設計・組
み込み AI 研修

基礎から応用までのデジタル回路設計技術研修を提供しています。HDL、SystemVerilog、
UVMなどの技術に加え、組み込み AI 研修では、時系列データの処理や予測に用いる AI モ
デルを学び、マイコンへの統合方法を習得します。

各種資格取得研修
各工場では、設備の運用に必要な専門知識に応じて、各種専門研修を実施しています。ま
た、専門領域の要件に応じて、放射線関連資格や高圧ガス特定設備の操作など、関連資格
の取得を支援しています。

AI 特別講座シリーズ

2025 年は国立成功大学の陳培殷
教授と連携し、AI に関する特別
講座を 3 回開催しました。管理
職および従業員の AI・新興技術
への理解を深めるとともに、分
野横断的な応用とイノベーショ
ンを促進しています。

データサイエンス関連
ツール研修

会社の事業戦略に合わせ、社内外の専門講師を招いてデータサイエンス関連ツールの研修
を実施し、ソフトウェアツールの活用も導入しています。

マネジメント人材の育成
当社は、従業員が毎年、自身のキャリアとスキル開発を定期的に振り返り、将来のキャリアの方向性と自己成長目標
を明確にする「キャリア開発計画」を策定することを奨励しています。上司は、各従業員の開発計画に基づき 1on1
ミーティングを実施し、本人の意向に応じた業務や研修の機会を調整しています。

多様な成長機会を提供するため、当社は管理職コースと専門職コースの複線型キャリア制度、および社内異動制度を
設けています。従業員が本人の能力やキャリア目標に応じて最適な職務を選択できるようにし、グローバルに多様な
成長機会を提供することで、キャリア形成の柔軟性と深度を高めています。あわせて、社内人材の機動的な流動を促
進し、従業員と会社が共に成長できる環境づくりを進めています。

さらに、当社はマネジメント能力の育成と人材パイプラインの構築を継続的に重視しています。次世代リーダー候
補、新任管理職、中堅管理職、経営層に至るまで、それぞれのキャリア段階に応じた経営マネジメント研修を企画し、
必要な支援とリソースを提供することで、マネジメント力とリーダーシップの強化を支援しています。

教育訓練の総受講時間
2025 年のヌヴォトン従業員の総受講時間は 92,810 時間でした。ヌヴォトン台湾は 47,830 時間、ヌヴォトン日本お
よび海外子会社は 44,980 時間でした。女性の一人当たり平均受講時間は約 34.9 時間、男性は約 26.4 時間でした。ま
た、管理職の一人当たり平均受講時間は約 39.2 時間、非管理職は約 26.2 時間で、全従業員の一人当たり平均受講時
間は 28 時間でした。

管理職 全従業員非管理職

61.3

36.9 34.9

26.4

33.1

24.4

■ 女性 ■ 男性一人当たり平均研修時間
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管理職向け経営マネジメント研修
研修項目 対象 説明

経営層向けリーダー
シップ研修 経営層

経営層が国内外の産業の最新動向や変化を把握できるよう、「テーマ別実務経験共有」
の上級シリーズ講座を継続的に実施しています。社内外の専門家を招いて深い議論を行
い、企業戦略とグローバル市場との連動を確保するとともに、変化に対応するリーダー
シップを強化しています。

次世代リーダー候補
研修 次世代リーダー候補

高い成果と成長可能性を持つ従業員を対象に、管理系研修への参加機会を優先的に提供
しています。高業績チームのコミュニケーション、採用面接スキル、True Colors による
特性理解とコミュニケーションなどをテーマとし、個人別育成計画を策定することで、
組織の人材パイプライン形成を強化しています。

新任管理職研修 新任管理職
新任管理職向けに体系的な研修を設計しています。高業績チームのコミュニケーショ
ン、採用面接スキル、業績管理と評価面談、True Colors による特性理解とコミュニケー
ションなどを取り上げ、管理職がリーダーとして必要な中核能力を早期に習得し、チー
ム協働と成果向上を促進できるよう支援しています。

人材開発戦略シミュ
レーション研修 部長以上の管理職 部長以上の管理職が、人材の棚卸し、育成、定着戦略を理解し、シミュレーションを通

じて人材マネジメントに対する感度と意思決定力を高められるよう支援しています。

四半期マネジメント
ミーティング 課長以上の管理職

四半期ごとに四半期マネジメントミーティングを開催し、課長以上の管理職および中国
地区の部長級管理職が参加しています。総経理が前四半期の業績状況を報告し、経営の
透明性と責任あるガバナンスを強化しています。

経営ナレッジ共有会 課長以上の管理職
「Teach & Learn」を基本精神として、四半期ごとに開催しています。課長以上の管理
職、または専門領域で優れた成果を上げている従業員が報告を行い、事業運営に関する
知見、管理経験、技術トレンドを共有します。これにより、部門横断で相互に学び合い、
組織内の知識流通とイノベーション能力を強化しています。

▲ �人材開発戦略シミュレーション研修 ▲ �管理職向け業績管理研修

産学連携

連携機関 内容

台湾大学
＋ �先進技術開発センターが李泰成教授を招き、不定期でアナログ回路研修を実施しています。
＋ �「低消費電力と次世代回路技術」を主なテーマとする産学連携プロジェクトを推進し、チップ性能を損なう
ことなく、消費電力の最適化とチップ面積の縮小に取り組んでいます。

国立陽明交通大学 ＋ �TCAD シミュレーションを支援し、その実現可能性を検証するとともに、性能の優劣を評価するための理論
的枠組みを理解し、製品性能の向上につなげています。

国立成功大学

＋ �国立成功大学の楊家輝教授をヌヴォトン講座教授として招聘し、不定期で半導体技術に関する講演を実施し
ています。

＋ �国立成功大学と連携して晶創プロジェクトを推進しています。同プロジェクトは、高い拡張性とサステナビ
リティを備えた AI 融合エンジンの構築を目的としており、既存および将来の AI アプリケーションに対応す
る包括的な開発プロセスと環境の整備を目指しています。

京都工芸繊維大学
大阪府立大学
大阪大学

＋ �半導体産業の社会的影響力を高めるとともに、学生の半導体産業への関心を喚起することを目的として、3
大学と連携して半導体キャリア教育プログラムを実施しています。2025 年は 2期に分けて実施し、合計 183
名の受講者が参加しました。

長崎総合科学大学

＋ �長崎総合科学大学と共同で産学連携研究講座を設立しました。同講座は、パワーエレクトロニクス制御を中
核とする世界初の研究・教育センターであり、パワーエレクトロニクス分野の制御技術に関する先端研究と
人材育成を通じて、エネルギー課題の解決に取り組み、高効率かつカーボンニュートラルな社会の実現を目
指しています。

当社は、革新的な研究開発力を強化するため、産学連携を通じて先端技術の研究開発を継続的に推進しています。学
術研究と産業実務を結び付けることで、重要技術の深化と応用を加速するとともに、半導体産業の長期的な発展を促
進し、人材育成と技術継承に関するサステナビリティ目標の実現につなげています。
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2025 年に定期的な業績評価・キャリア開発レビューを受けた従業員比率 1

業績評価制度
当社は、業績評価制度を定め、継続的に運用しています。従業員の業績や能力開発の状況を定期的に評価し、その結
果を報酬や昇進を判断する際の基礎としています。年初の目標設定、年中の進捗確認と目標調整、年末の業績評価に
加え、日常的かつタイムリーなフィードバックを奨励することで、従業員に必要な支援と指導を適時に提供し、目標
の進捗、行動の実践状況、改善状況を把握しています。また、新入社員については試用期間中に評価を実施し、その
結果を継続雇用の判断材料としています。2025 年、ヌヴォトン台湾、ヌヴォトン日本および海外子会社における年
度業績評価の実施率はいずれも 100％でした。

評価の種類 対象 頻度 実施方法

目標管理 全従業員 年 1回
従業員が年初に業務計画と定量的な業績指標を設定し、上司との協議を経て
年度目標を定めます。半年ごとに上司とともに目標達成状況を確認し、フィ
ードバックを受けます。

業績考課 間接従業員 半年に 1回
半年ごとに業績評価を実施し、上司が従業員の半年間の業績や目標達成状況
を評価します。部門横断業務やプロジェクト業務に携わる従業員について
は、必要に応じて、同僚、他部門の上司、関係者からのフィードバックも踏
まえた多面的な評価を行います。

日常的なコミュニ
ケーションとフィ
ードバック

全従業員 随時
日常のマネジメントを通じて、必要に応じて 1on1 ミーティングで業績に関
するコミュニケーションを行い、従業員に必要な支援と指導を適時に提供し
ています。

会社 ヌヴォトン台湾 ヌヴォトン日本 海外子会社

職務区分 管理職 非管理職 合計 管理職 非管理職 合計 管理職 非管理職 合計

対象者数

女性 29 279 308 6 148 154 15 115 130

男性 172 695 867 262 1141 1,403 82 218 300

小計 201 974 1,175 268 1,289 1,557 97 333 430

実際の評価対象者数 201 974 1,175 268 1,289 1,557 97 333 430

評価実施割合 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

1 �ヌヴォトン台湾およびヌヴォトン日本では毎年 2回、業績評価を実施しています。海外子会社では、各子会社の制度に基づいて実施しています。入社後 3か月未満の従業員、顧問、定期契約社員および直接従業員は、従業員評価の対象外です。

目標設定
＋ �年度の個人目標および成長目標を設定

評価結果の活用と改善
＋ �賞与への反映および昇給・昇進
＋ �従業員育成計画
＋ �パフォーマンス支援およびキャ
リア開発支援

目標の実行
＋ �目標達成に向けた取り組みの実行
＋ �日常的なおよび定期的な進捗確認
＋ �重要事項の記録
＋ �上司による助言および随時の指導

評価
＋ �半期ごとの業績評価
＋ �本人と上司による相互評価
＋ �評価結果の調整および面談・	
フィードバック

パフォーマン 
スマネジメント

Plan

目標設定
DO実行

Action
改善・活用

Check

評価
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長岡京
安全衛生委員会

新横浜
衛生委員会

魚津
安全衛生委員会

労働安全衛生
当社は、従業員の健康とウェルビーイングを重視し、労働安全衛生活動を積極的に推進しています。2025 年には、
台湾労働部職業安全衛生署が実施した「2025年企業サステナビリティレポートにおける労働安全衛生指標自主評価」
において優良企業に選定され、3年連続で上位 10％の優良企業として表彰されました。また、国家科学及技術委員
会 新竹サイエンスパーク管理局が主催する「2025 年環境安全衛生サステナビリティ行動」において、サステナブル
事業所賞を受賞しました。これらの実績は、労働安全衛生の向上に向けた継続的な取り組みの成果を示すものです。

5.3.1 労働安全衛生マネジメント
当社は、従業員の労働安全衛生を重視し、「安全衛生・環境方針」を策定して取り組みを推進しています。ISO 45001
国際規格および各事業拠点所在地の法令に基づき、労働安全衛生マネジメントシステムを構築するとともに、「Plan-
Do-Check-Action（PDCA）」サイクルを軸として、各種管理マニュアルおよび標準作業手順を整備しています。1

ヌヴォトン台湾およびヌヴォトン日本の生産拠点は、いずれも ISO 45001:2018 労働安全衛生マネジメントシステム
認証を取得しています。年 2回の内部監査に加え、毎年第三者認証機関による審査を受けることで、マネジメントシ
ステムの有効性を継続的に確認しています。

ヌヴォトン台湾およびヌヴォトン日本では、法令に基づき安全衛生管理部門を設置し、専門資格を有する労働安全衛
生業務責任者、健康管理者および看護職を配置しています。また、それぞれ労働安全衛生委員会を設置し、安全衛生
に関する課題について定期的に協議しています。さらに、グループ全体で毎年 ESG 労働安全衛生分科会を開催し、
重点課題や年度目標、ベストプラクティスを共有しています。

ヌヴォトン台湾の委員会は、社長を委員長とし、労働安全衛生管理担当者、健康管理担当者、管理職および労働者代
表を含む 14 名で構成されています。このうち労働者代表は 8名で、委員全体の 57％を占めています。

一方、ヌヴォトン日本では、委員長および副委員長を各 1名配置し、各部門から選任された会社側委員と同数の労働
組合側委員 12 名で構成されています。このうち労働者代表は 6名で、委員全体の 50％を占めています。

2025 年には、ヌヴォトン台湾で 4回、ヌヴォトン日本で 12 回の委員会を開催しました。

また、「環境・安全衛生マネジメントシステムにおける参加・協議・コミュニケーション手順」に基づき、多様な社
内外のコミュニケーションチャネルを整備しています。上司との対話をはじめ、安全衛生管理部門、各部門の担当窓
口、労使協議会、改善提案制度、社内イントラネットおよび ESG メールボックスなどを通じて、従業員の積極的な
参加を促すとともに、寄せられた意見を確実に管理プロセスへ反映しています。

5.3

職業安全衛生委員会組織構造

ウェーハ製造工場
労働安全衛生隔週会議

研究開発部門
労働安全衛生管理四半期会議

委員会事務局

ヌヴォトン台湾 労働安全衛生委員会

委員長：社長

推進事務局

ヌヴォトン日本

品質．環境．労働安全衛生．エネルギー MS
推進委員会

検査工場
労働安全衛生管理月例会議

管理支援部門
労働安全衛生管理四半期会議

1 ��当社では、ISO 45001 のリスクベースアプローチに基づき評価を行い、機械設備の操作や化学品の使用など、高リスク作業を伴う生産拠点を第三
者認証の対象としています。一方、非生産拠点は管理業務が中心で比較的リスクが低いことから、内部管理制度および法令遵守の仕組みによっ
て管理しています。資源の有効活用の観点から、2025 年は非生産拠点を第三者認証の対象としていませんが、認証対象範囲における労働安全衛
生マネジメントシステムのパフォーマンスおよび適合性には影響していません。

5.1 働きやすい職場 5.3 労働安全衛生5.2 人材マネジメント

107

第 1 章 責任あるガバナンス 第 5 章 安全・安心な職場第 2 章 グリーン製品 第 6 章 社会との共生・共栄 附録はじめに 第 3 章 環境サステナビリティ 第 4 章 サステナブル・サプライチェーン

5.3 労働安全衛生



5.3.2 労働安全衛生リスクの評価と管理

リスクアセスメント
「環境・安全衛生リスクアセスメント手順」に基づき、危険源の特定およびリスク管理を実施しています。評価対象
は、事業活動、製品・サービス、作業環境および作業者の安全など多岐にわたり、物理的危険性、化学的危険性、人
間工学的要因、資源消費、環境排出、緊急事態・異常事象などのリスクを特定しています。各部門では少なくとも年
1回の評価を実施しており、設備・工程変更前や災害・事故発生後には再評価を行っています。

また、リスクレベルに応じて、除去、代替、工学的対策、標識・警告・管理的対策、個人用保護具（PPE）の使用と
いった階層的な管理措置を講じています。あわせて既存対策の有効性を定期的に確認し、リスクを許容可能な水準に
維持しています。

変更管理（MOC）と許容できないリスクへの対応
工程、設備および化学品の変更に伴って発生する新たなリスクを低減するため、ヌヴォトン台湾では各部門に変更情
報の報告を義務付けるとともに、デジタルシステムを活用した変更リスク評価を実施しています。2025 年は、対象
案件をすべて低リスクまたは中リスクの範囲内で管理しました。

ヌヴォトン日本では、「許容できないリスク」に対する管理基準を設けています。該当案件については改善プロジェ
クトを立ち上げ、完了状況を継続的にフォローすることで、現場のリスク管理および法令遵守の強化に取り組んでい
ます。こうした評価・管理の結果、2025 年における関連業務のリスクは、いずれも低リスクまたは中リスクの範囲
内に維持されました。

危害鑑別與風險管理流程

業務内容	
の整理

環境・安全衛生リスク	
の特定

想定される影響	
の抽出

現行管理対策	
の整理

リスクレベル	
の算定

リスク区分（	
高・中・低）の判定

法令適合性	
の確認

改善措置の実施または	
管理継続の決定

 ステップ 1  ステップ ステップ 3  ステップ 7 ステップ 2  ステップ 6 ステップ 4  ステップ 8

変更管理（MOC） 
およびリスク再評価

許容できないリスクへ 
の対応

管理内容  

＋ ��定期評価を毎年実施。設備・工程変更前および事
故発生後に再評価を実施。デジタルシステムによ
る変更管理を推進。

管理内容  

＋ ��管理基準（総合評価 35 点以上）を設定し、改善
プロジェクトとして管理するとともに、進捗およ
び完了率を追跡。

2025 年 実績  

＋ ��ヌヴォトン台湾：原材料サプライヤの工程・製品
変更通知（PCN）18件、変更リスク評価20件（化
学品 8件、設備 12 件

2025 年 実績  

＋ ��ヌヴォトン日本：改善プロジェクト完了率 88％
化学品管理：139 件
高温作業改善：57 件
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化学物質管理
化学物質管理を重要課題の一つと位置付け、有害性の低い化学物質の採用を優先しています。また、「化学原材料安
全衛生・環境管理基準」に基づき、化学物質の評価、使用、調達および受入れの各プロセスを適切に管理しています。
各部門では、中国語・英語・日本語など対象者に応じた安全データシート（SDS）を整備し、安全衛生管理部門の審
査を経たうえで使用しています。

2025 年、ヌヴォトン台湾では保有化学物質の棚卸しを実施し、そのうち 7種類を CMR物質（発がん性・変異原性・
生殖毒性物質）として特定しました。これらの物質については個別にリスクアセスメントを実施し、代替化学物質へ
の切り替えを積極的に検討しています。短期的な代替が困難な場合は、工学的対策および個人用保護具（PPE）の強
化に加え、継続的な教育訓練を実施し、従業員の健康確保に努めています。

作業環境測定
リスクの未然防止を目的として、「作業環境測定管理基準」を定めています。各拠点では法令およびリスクに応じて
定められた頻度で測定を実施しており、対象項目には騒音、照度、放射線、二酸化炭素および化学物質による有害因
子などが含まれます。測定結果は安全衛生管理部門が社内へ周知するとともに適切に管理し、健康診断の計画や作業
管理に活用しています。また、測定結果、監査結果および現場点検により特定されたリスクについては、ヌヴォトン
台湾およびヌヴォトン日本の双方で改善計画とフォローアップの仕組みを整備しています。設備投資や改善プロジェ
クトを通じて、予防および是正措置を継続的に推進しています。

2025 年、ヌヴォトン台湾では化学物質ばく露の可能性があるエリアを対象に、法令で定められた 17 種類の化学物質
に加え、自主的に 10 種類の高リスク化学物質を管理対象へ追加し、作業環境管理の充実を図りました。ヌヴォトン
日本では、危険有害化学物質を対象とした作業環境測定を第三者専門機関へ委託しています。2025年の測定結果は、
両拠点とも職業ばく露限界値を下回り、第 1管理水準を達成しました。これにより、作業環境が適切に管理されてい
ることを確認しました。

職場環境の改善
安全で快適な職場環境の実現に向け、継続的な改善活動を推進しています。2025 年、ヌヴォトン台湾では 24 件の予
防・改善施策を実施し、共用設備の改修、屋根の漏水対策、備品保管エリアの整理、作業用脚立の固定式軽量タイプ
への更新などに取り組みました。これらの施策を通じて、作業リスクの低減と職場環境の向上を図っています。

ヌヴォトン日本では、夏季の高温環境下における作業や作業管理上の課題に対応するため、2025 年に 57 件の改善施
策を実施しました。また、各部門の安全衛生推進担当者が他部門との相互点検を実施し、年間 85 件の改善事項を特
定・完了することで、職場の安全管理レベルの向上に取り組みました。

さらに、ヌヴォトン台湾では火災予防および化学物質漏えい対策を継続的に強化しています。2025 年には老朽化し
た延長コード 259 本を点検・更新し、定期点検の実施率 100％を達成しました。また、リチウムイオン電池の異常
発生時の対応体制を整備するとともに、設備への漏液センサー、加湿槽の過熱防止装置および配管圧力センサーの
増設を進め、ガス警報システムの信頼性向上に取り組みました。2025 年の職場環境改善および予防対策への投資額
は 2,231 万台湾ドルを超えました。これらの取り組みを通じて、安全で健康的な職場環境づくりを継続的に推進し
ています。

5.1 働きやすい職場 5.3 労働安全衛生5.2 人材マネジメント

109

第 1 章 責任あるガバナンス 第 5 章 安全・安心な職場第 2 章 グリーン製品 第 6 章 社会との共生・共栄 附録はじめに 第 3 章 環境サステナビリティ 第 4 章 サステナブル・サプライチェーン

5.3 労働安全衛生



事故調査および報告プロセス
事故への対応、原因究明および再発防止を重視し、「環境・安全衛生事象報告・調査処理規程」および「環境・労働
安全衛生不適合事項是正措置基準」を制定しています。事故発生時の報告、調査および改善の手順を整備し、発生し
た事象については関係部門および管理層へ報告するとともに、改善状況を四半期ごとの労働安全衛生委員会で確認し
ています。

重大事故が発生した場合には、負傷者の発生、工場操業停止または法令違反などの状況を踏まえ、直ちに調査チーム
を編成し、根本原因分析および改善策の策定を行います。一方、重大事故以外については、発生部門が改善策を立案
し、安全衛生部門がその有効性を確認することで再発防止に取り組んでいます。

また、従業員が差し迫った危険を認識した場合には、自ら作業を中止して安全な場所へ退避し、上司へ報告する権利
を保障しています。こうした行動を理由として、解雇、配置転換その他の不利益な取扱いを受けることはありません。

事故報告 調査・原因分析 リスクレベルの再評価

初動対応 改善策の策定 記録・管理

事故調査プロセス防災・減災対策
項目 説明

不燃材料
の採用

＋ �法令に基づく防火区画の設置に加え、適切な設備を採用しています。
＋ �6 インチウェーハ工場のクリーンルーム、検査工場、化学物質倉庫および製品倉庫では、2時間以上の耐火性能を有する
区画で隔離しています。

＋ �鉄筋コンクリートやアルミハニカムパネルなどの不燃材料を使用し、ステンレス製の排気ダクトを採用しています

耐震設計
＋ �耐震支持付きスプリンクラー設備を導入し、地震発生時の消防設備機能を確保しています。
＋ �クリーンルーム設備の固定強化や地震センサーの設置により、一定規模以上の地震発生時にはガス供給設備を自動停止す
る仕組みを整備しています

自動消火
設備

＋ �台湾の消防法令に加え、NFPA や FMなどの国際基準も参考に消防設備を整備しています。
＋ �クリーンルーム、倉庫、可燃性ガス供給設備、冷却塔などに自動スプリンクラー設備を設置しています。
＋ �変圧器や発電機設備には自動水噴霧または CO2 消火設備を導入しています。
＋ �クリーンルーム、サーバールームおよび研究施設には超高感度煙検知システムを設置し、火災の早期検知に努めています。

消防安全
管理

＋ �法定資格を有する消防管理者を配置し、防火区画および消防設備を適切に維持管理しています。
＋ �消防設備の点検・保守や行政当局による検査を定期的に実施しています。
＋ �化学物質情報は警備室に備え付け、半年ごとに更新しています。
＋ �新竹市企業消防団制度へ参加し、企業内消防団員 40 名を登録しています

5.3.3 労働災害・職業病の予防

安全文化の醸成
ヌヴォトン台湾では、安全文化の醸成と安全意識の向上を継続的に推進しています。毎月、技術職および管理職によ
る安全パトロールを実施するとともに、環境・安全衛生評価制度を運用しています。また、安全衛生管理部門が四半
期ごとにウェーハ工場、検査工場および研究開発拠点を対象とした評価を実施し、安全活動の定着と継続的な改善に
つなげています。

評価項目には、作業観察結果、労働災害の発生状況、緊急対応、研究施設における安全管理状況の抜き取り確認、環
境・安全衛生マネジメントシステム監査、教育訓練受講率などが含まれます。四半期ごとの総合評価で最も優れた部
門には、3,000 から 10,000 台湾ドルの報奨金を支給し、安全行動の促進と職場の安全意識向上につなげています。

また、保護具の充実、化学物質管理のデジタル化および運搬補助機器の導入などを継続的に進め、作業リスクの低減
に取り組んでいます。

従業員の安全衛生に関する理解を深めるため、年間教育計画に基づき、環境・安全衛生に関する集合研修およびオン
ライン研修を実施しています。リスクに対する理解を深めるとともに、災害の未然防止と緊急時対応能力の向上を図
っています。2025 年は 84 回の安全衛生教育を実施し、このうち 31回は必須研修でした。受講者数は延べ 2,426 名、
受講率は 99.0％、研修満足度は 5点満点中 4.8 点でした。
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労働安全衛生教育の実施状況
対象 教育内容 説明 2025 年 実績

新入社員および既存従業員 基礎安全衛生教育 新入社員および既存従業員を対象に、入社時また
は配置転換前に 3時間の基礎安全衛生教育を実施 受講率 100％

危険有害化学物質取扱者 危険有害化学物質
取扱教育

危険有害化学物質を取り扱う従業員を対象に、安
全作業、防護措置および緊急時対応に関する 3時
間の専門教育を実施

166 名が受講

施設警備担当者 警備実務教育 基本動作訓練、自然災害対応訓練、法令および倫
理教育を実施

台湾・日本4拠点で計24名。
台湾 13 名、日本 11 名。ヌ
ヴォトン日本では 11 名の施
設警備担当者が半年ごとに
教育を受講しており、受講
率は 100％でした。

協力会社 工事安全教育 入構工事を行う協力会社を対象に環境・安全・衛
生教育を実施 78 回実施、延べ 308 名受講

全従業員 ISO 45001 教育
ヌヴォトン日本では、内部監査員教育および ISO 
45001 に関する基礎教育を実施し、労働安全衛生
マネジメントシステムへの理解向上と重点課題の
共有を図っています。

内部監査員教育 125 名、基
礎教育 1,881 名受講

ISO 45001 推進担当者 リスクアセスメン
ト実践教育

ヌヴォトン日本では、従業員が潜在的な危険やリ
スクを自ら特定し、適切な対応を講じる能力の向
上を目的としてリスクアセスメント実践教育を実
施しています。なお、本教育内容は今後、内部監
査員教育への統合を予定しています。

82 名受講

会社 危害類型 労働災害 改善措置

ヌヴォトン
台湾

転倒災害
直接原因：従業員が足を踏み外し転倒
間接原因：段差の高さへの注意不足
基本原因：従業員の安全意識不足

＋ �階段照明設備の更新
＋ �階段昇降時に目につきやすい場所への安全注意表示の掲示
＋ �「階段昇降時の安全行動」に関する情報発信による注意喚起

通勤災害 計 7件発生
＋ �一般安全衛生教育
＋ �産業医等によるフォロー面談
＋ �毎月の事故防止啓発

ヌヴォトン
日本

転倒災害 従業員が段差の高さに気づかず、足を
踏み外して転倒

＋ �全部門で職場ミーティングを開催し、社内各所の階段付近にあ
る転落防止用の表示へ新たに注意喚起を追加しました。また、
安全な歩行に関する行動について全社的に周知・啓発し、従業
員の安全意識向上を図りました。

通勤事故
計 3件発生。通勤中に階段を踏み外し
て捻挫した事例、個人の不注意による
衝突事故、鳥類との接触による頭部負
傷事例を含む

＋ �一般教育に環境および行動に関する安全意識向上の内容を組み
込みました。また、社内向けに通知を発信し、カラスによる威
嚇行動への注意を促しました。

労働災害の発生状況と改善
台湾および日本の各拠点における労働災害データを継続的に集計し、再発防止に取り組んでいます。2025 年、ヌヴ
ォトン台湾では一般労働災害が 1件発生しました。非従業員の労働災害の発生はなく、従業員および非従業員とも
に、死亡災害、重大な労働災害および職業病の発生はありませんでした。また、火災事故の発生もありませんでした。
2025 年は、発生した事故について調査と原因分析を完了し、所管部門が改善策を策定することで、作業環境におけ
る危険要因の低減と、従業員の安全意識および対応能力の向上に取り組みました。
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労働災害統計
労働災害統計は、各拠点の所在地における法令に基づいて申告・集計しています。指標として、度数率（FR）および強度率（SR）を算出しています。2025年、ヌヴォトン台湾の度数率（FR）は0.32、強度率（SR）は12.18、労働災害率（千人率）
は 0.63 でした。ヌヴォトン日本の度数率（FR）は 0.68、強度率（SR）は 18.80 でした。その他の海外子会社では労働災害が発生しなかったため、度数率（FR）および強度率（SR）はいずれも 0でした。

ヌヴォトン台湾 ヌヴォトン日本 海外子会社 グループ合計

労働者 従業員 非従業員 従業員 非従業員 従業員 非従業員 従業員 非従業員

総労働時間 (A) 3,120,928 21,872 2,925,083 491,972 889,929 4,176 6,935,940 518,020

労働災害による死亡者数 （B） 0 0 0 0 0 0 0 0

重大な労働災害件数（C） 0 0 0 0 0 0 0 0

記録対象労働災害件数（D） 1 0 2 0 0 0 3 0

労働損失日数 (E) 38 0 55 0 0 0 93 0

労働災害による死亡率（B/A × 1,000,000） 0 0 0 0 0 0 0 0

重大な労働災害率（死亡者を除く）(C/A × 1,000,000) 0 0 0 0 0 0 0 0

記録対象労働災害率（度数率：FR）（D/A × 1,000,000） 0.32 0 0.68 0 0 0 0.57 0

強度率（SR）（E/A × 1,000,000） 12.18 0.00 18.80 0.00 0.00 0.00 13.41 0.00

請負業者の安全管理
当社の安全衛生方針は請負業者にも適用しており、「請負業者安全衛生・環境管理基準」に基づいて管理しています。対象には、作業前の危険源の特定、リスクの周知、安全対策
および緊急時対応措置が含まれます。工事所管部門は、作業区域の特性に応じて危険情報を周知しています。施工内容または作業環境に変更が生じた場合には、速やかに内容を更
新し、改めて説明することで、リスクを適切に管理しています。

工場内での工事については、「工場内工事安全基準」を定め、施工許可プロセスと安全作業要件を明確にしています。作業前には施工許可申請書の内容に基づき審査を行います。
高リスク作業については、特殊作業許可制度に基づいて実施しています。また、非定常作業についても、作業前に安全会議を開催し、関連する安全衛生管理事項を説明しています。
2025 年、ヌヴォトン台湾では請負業者による工事案件 226 件を実施し、いずれも規定に基づく安全審査を完了しました。ヌヴォトン日本では、43 社の製造関連請負業者から 71 名
の代表者が請負業者安全会議に参加しました。

請負業者の安全意識と責任を高めるため、ヌヴォトン台湾では毎年、工事安全点検や管理職による安全パトロールなどを通じて、請負業者の優良事例および違反件数を確認し、環
境・安全衛生評価を実施しています。評価結果が Aランクとなった請負業者を表彰し、安全活動の促進につなげています。2025 年も「請負業者無災害推進大会」を開催し、27 社
32名が参加しました。2025年のヌヴォトン台湾における請負業者の休業災害度数率の集計範囲は、会社の管理下にある請負業者を対象としており、年間を通じて0を維持しました。
これは、請負業者に対する安全管理の有効性を示しています。
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5.3.4 健康管理体制
法令に基づき健康管理センターおよび健康管理室を設置し、看護職および産業医を配置して、従業員の健康管理を推
進しています。全従業員を対象に毎年、一般健康診断および特殊健康診断を実施しています。ヌヴォトン台湾では健
康管理システムを運用しており、健康診断結果をオンラインで確認できる環境を整備しています。2025 年にはシス
テムをさらに改善し、オンライン予約機能、保健指導資料の自動配信および過去の健康診断結果を一元的に確認でき
る機能を追加することで、従業員の健康管理における利便性向上を図りました。

2025 年の健康診断受診率は、ヌヴォトン台湾、ヌヴォトン日本ともに 100％でした。ヌヴォトン日本では、35 歳以
上の従業員を対象に胃部 X線検査および大腸がん検診を実施しています。また、肥満、血圧、血糖値および血中脂
質の検査で異常が認められた従業員に対して、二次健康診断を実施しています。2025 年、ヌヴォトン台湾の特殊健
康診断受診者数は延べ 200 人超となりました。また、従業員による追加検査の受診は延べ 3,000 人を超えています。
ヌヴォトン日本では、精密検査の対象となった 115 名の従業員に対して受診を推奨し、そのうち 4名が社内で二次
健康診断を受診しました。

ヌヴォトン台湾では、「健康管理標準作業手順」を定め、健康診断結果に基づく健康管理を実施しています。従業員
の健康状態は、一般健康管理では 5区分（正常～重度異常）、特殊健康管理では労働者健康保護規則に基づく 4区分
（正常～業務関連異常あり）に区分し、それぞれの健康リスクに応じた面談、保健指導および継続的なフォローを行
っています。2025 年は、一般業務従事者のうち重度の異常所見が認められた 21 名については、全員が速やかに受診
し、治療および継続的なフォローを完了しました。特殊健康診断の対象者 32 名は全員が第 1級または第 2級に分類
され、業務起因と判断される健康異常は認められませんでした。

従業員の日常的な健康管理を支援するため、ヌヴォトン台湾では毎月、医療センターの産業医および家庭医学専門
医が来社し、新入社員の雇入時健康診断、健康診断結果に関する相談および復職時の就業評価を実施しています。
2025 年は 37 回の産業保健相談を実施し、相談件数は 435 件、満足度調査の回答率は 60％、満足度は平均 97 点でし
た。また、産業医が定期的に職場を巡視し、適切な着座姿勢の指導や椅子の調整に関する助言を行うことで、身体的
不調の改善を支援しています。ヌヴォトン日本ではライフスタイルクリニックを設置し、食事、睡眠および運動の 3
つの観点から生活習慣改善に関する支援と健康指導を行っています。2025 年は、対象となる従業員 25 名が指導を受
け、対象者に占める実施率は 16％でした。

会社 専任管理部門 専任担当者 主な役割

ヌヴォトン 
台湾 健康管理センター ＋ �看護職 2 名

＋ �産業医または家庭医学専門医 3名（兼任）

＋ �24 時間体制での健康支援および緊急救護対応
＋ �産業医による職場での健康相談を通じた健康
意識の向上支援

ヌヴォトン 
日本

3 拠点に健康管理
室を設置

＋ �専任産業医 1 名
＋ �専任保健師 3 名
＋ �専任看護師 2 名
＋ �非常勤看護師 1 名

＋ �健康診断の実施および各種健康相談への対応

2025 年職業健康管理施策

ワクチン接種 全従業員を対象にインフルエンザワクチンを無償で提供
2025 年実績 :接種者数 885 名、接種率 27％

健康セミナー・ 
健康増進活動

栄養指導や運動習慣の促進を重点テーマとし、サルコペニア予防、甲状腺疾患、メタボリックシンドロームおよび生活習慣病
に関連する心血管疾患リスクなどに関する情報を提供しました。また、良質な睡眠やストレスマネジメント、家庭および職場
におけるコミュニケーションなど、心身の健康維持に関するテーマも取り上げています。ヌヴォトン日本では健康保険組合が
主催するウォーキングイベントへの参加を推進しています。
2025 年実績 :ヌヴォトン台湾：健康セミナー 19 回開催、延べ 1,470 名参加
ヌヴォトン日本：ウォーキングイベント参加者 668 名

従業員支援 
プログラム 

（EAP）

外部の専門心理カウンセラーと連携し、年間 3回まで無料で専門相談を利用できる体制を整備しています。相談内容には、職
場でのコミュニケーション、家族関係やパートナーとの関係、ストレスマネジメント、家計管理、法律相談などが含まれます。
また、制度の活用を促進することで、従業員が安心して相談できる環境づくりに取り組んでいます。
2025 年実績 :利用者数 85 名、利用率 5％、投入費用 581,385 台湾ドル、満足度 93％

出張者の 
健康支援

出張時の気候や時差への適応および感染症予防を目的として、必要に応じて予防接種や出張支援キットを提供しています。ま
た、感染症流行情報に基づく注意喚起も実施しています。
2025 年実績 :出張支援対象者 延べ 652 名

緊急救護体制
項目 内容

事故通報規程 ＋ �事故対応および応急処置手順を定め、救急要員および緊急対応チームへの教育を実施しています。

救急要員の配置
＋ �救急要員および緊急通報専用ダイヤルを設置しています。また、各拠点の従業員数や勤務体制に応じ、法令基
準を上回る救急要員を配置しています。

＋ �従業員の PCや携帯端末には緊急救護連絡先を掲示し、必要時に迅速に連絡できる体制を整えています。工場で
は 24 時間体制で医療スタッフが常駐しています。

リスクの高いエリア
の緊急通報システム

＋ �ヌヴォトン台湾ではリスクの高いエリアに緊急ボタンを設置しています。また、一部エリアでは電話システムを
健康管理センターへ自動接続しており、冷凍庫への入室後 10 分を超えても退室が確認できない場合には、自動
的に緊急通報を行います。看護師が速やかに状況を確認し、緊急時に迅速な対応を行える体制を整えています

緊急救護器材
＋ �ヌヴォトン台湾では AED（自動体外式除細動器）7台、酸素供給装置 2セットおよび化学物質用解毒剤などを
配備しています。長岡京地区では AED3 台を設置し、定期点検を実施しています。

＋ �勤務時間中は保健管理室に応急救命設備を配置しています。

応急救護訓練
＋ �毎年、救急要員向けの再教育を実施しています。また、法令に基づき 3年ごとに再教育を受講し、救急対応技
能の維持・向上を図っています。

＋ �CPR および AED操作講習も積極的に展開しており、2025 年は 4回開催し、350 名が受講しました。受講者全員
が認定を取得しました。
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職業病予防・健康保護施策
当社では「従業員の心身の健康保護プログラム」を継続的に推進しています。本プログラムには、人間工学的リスクの予防、過重労働および精神的負荷による健康障害の予防、職場におけるハラスメント防止、母性健康保護、中高年齢従業員
および特殊作業従事者の健康保護が含まれます。また、がん予防プログラムにも継続的に取り組んでいます。

健康保護項目 実施内容 2025 年 実績

人間工学的リスク（筋骨格系
障害予防）

＋ �毎年、筋骨格系症状に関するアンケート（NMQ）を実施し、3点以上の従業員に対して医療相談を行っています。
＋ �必要に応じて産業医による職場でのリスク評価および保健指導を実施するとともに、視覚障がいのあるマッサージ師による施術
サービスや職場ストレッチを通じて身体的負担の軽減に取り組んでいます。

＋ �NMQ調査で 3点以上の従業員 74 名、医療相談実施率 100％、保健指導・受診勧奨完了率 96％（64/67 名）、施術サービス
提供延べ 3,894 回

過重労働および精神的負荷
＋ �ヌヴォトン台湾では、交替勤務者、夜勤従事者および長時間労働者を対象に健康管理を実施し、脳・心血管疾患等の予防を推進
しています。

＋ �ヌヴォトン日本では定期的にストレスチェックを実施し、高ストレス者で支援を希望する従業員に対して産業医面談や専門機関
への紹介を行っています

＋ �ヌヴォトン台湾：管理対象者 263 名、中・高リスク者 10 名の医師面談・評価・定期フォロー完了、疲労・心理リスク評価
による中・高リスク者 43 名、EAP 紹介 4名、緊急対応が必要な事案 0件

＋ ヌヴォトン日本：ストレスチェック受検者 1,607 名

呼吸用保護具管理 ＋ �緊急対応要員に対し、呼吸用保護具のフィットテスト、生理学的評価および教育訓練を実施しています。また、ヌヴォトン日本
では保護具管理責任者を配置し、職場での着用状況および保管状況を管理しています。

＋ �ヌヴォトン台湾：教育訓練・フィットテスト・生理学的評価 137 名、医師面談対象者 28 名、実施率 100％、健康リスク評
価により緊急対応要員への配置見合わせ 2名

＋ �ヌヴォトン日本：保護具管理責任者 7名追加配置

特殊健康管理
＋ �化学物質を取り扱う作業場には局所排気装置を設置し、作業環境測定時には風速測定を併せて実施することで設備性能を維持し
ています。また、化学物質管理者 9名を配置し、従業員の適切な作業および取扱いを監督しています。

＋ �電離放射線、ヒ素、粉じん、ニッケル作業などの特殊作業従事者に対しては、半年ごとの調査および特殊健康診断を実施し、健
康診断結果に基づく 4区分の健康管理と適正配置を行っています。

＋ �作業環境測定および風速測定結果に異常なし、特殊健康診断受診者 225 名、健康管理上の継続的なフォローが必要な職業健
康関連事例 0件

＋ �第 3区分以上の該当者 0名（異常と業務との関連なし）

職場におけるハラスメント
＋ �職場におけるハラスメント防止方針および管理手順を定めています。疑義事案が発生した場合は 24 時間以内に報告書を提出し、
調査を実施しています。また、毎年教育訓練および啓発活動を実施するとともに、ハラスメントを一切容認しない方針を明確に
しています。

＋ �危険源特定およびリスクアセスメント実施、新入社員教育における通報・対応手順周知
＋ �ハラスメント防止教育受講率 100％、ハラスメントに関する苦情・申立件数 0件

母性健康保護
＋ �台湾「職場における母性健康保護技術指針」に基づき、妊娠中および産後 1年未満の従業員を対象とした健康保護プログラムを
実施しています。妊娠が確認された従業員は夜勤および高リスク作業区域から配置転換するとともに、産業医による個別面談お
よび就業適性評価を行っています。

＋ �妊娠中従業員 8名、産後 1年以内従業員 7名、母性健康保護対象者 15 名、対象者全員に対する個別健康リスク面談・健康
情報提供・就業適性評価実施

中高年齢従業員健康管理プロ
グラム

＋ �45歳以上の従業員を対象に健康管理を実施しています。毎年、職場環境における危険源の特定およびリスク評価を行うとともに、
がん検診プログラムと連携しながら中高年齢層の健康維持を支援しています。2025 年の従業員平均年齢は 43 歳でした。 ＋ �管理対象者 685 名、作業環境リスクおよび危険因子評価完了、高リスク者 30 名、産業医との面談実施率 100％

がん予防計画
＋ �大腸がん、口腔がん、肺がん、女性向けがん検診などを継続して実施しています。2025 年は年齢、性別および家族歴に応じた鼻
咽頭がん検診を推進するとともに、全従業員を対象とした肝がん検診を実施しました。また、女性従業員に対する婦人科検診費
用補助も行っています。

＋ �ヌヴォトン台湾：肝がん検診受診率 100％、2024 年～ 2025 年にかけた甲状腺がん検診の段階的実施、大腸がん検診受診者
483 名、口腔がん検診受診者 36 名、精密内視鏡検査受診者 41 名、肺がん検診受診者 69 名

＋ �対象者区分およびリスク要因に基づく鼻咽頭がん検診受診者 100 名
＋ �乳房超音波・婦人科超音波検査受診者延べ約 200 名
＋ �ヌヴォトン日本：大腸がん・胃がん・子宮頸がん・乳がん検診受診者 2,311 名
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